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Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会のののの点検点検点検点検・・・・評価制度評価制度評価制度評価制度のののの概要等概要等概要等概要等について について について について 

    

１ １ １ １ 制度制度制度制度のののの概要概要概要概要について について について について 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）の一

部改正により、平成 20 年度からすべての教育委員会が、「教育に関する事務

の管理及び執行の状況の点検及び評価」を行い、その実施に当たっては、学

識経験者の知見活用を図るものと規定された。 

また、その結果については議会へ報告し、市民に対して公表することも規

定されている。(以下「条文抜粋参照」)  

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律(抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ２ ２ ２ 姶良市教育委員会姶良市教育委員会姶良市教育委員会姶良市教育委員会のののの点検点検点検点検・・・・評価評価評価評価のののの実施方針実施方針実施方針実施方針について について について について 

姶良市教育委員会において、、、、平成平成平成平成 23232323 年度年度年度年度にににに実施実施実施実施したしたしたした事務事業事務事業事務事業事務事業のののの内容内容内容内容につにつにつにつ

いていていていて、姶良市姶良市姶良市姶良市のののの教育教育教育教育((((教育行政要覧教育行政要覧教育行政要覧教育行政要覧))))のののの各課重点施策各課重点施策各課重点施策各課重点施策をををを基本基本基本基本にににに、、、、評価項目評価項目評価項目評価項目をををを 45454545

のののの項目項目項目項目にににに分類分類分類分類するするするする。。。。事務事業自己点検事務事業自己点検事務事業自己点検事務事業自己点検・・・・評価評価評価評価シートシートシートシートをををを作成作成作成作成しししし、教育委員会事

務局内部で評価を実施した後、各教育委員の点検・評価を受け、その後、教

育に関し学識経験を有する 5 名で組織する外部評価委員会を開催し、点検・

評価実施後に、報告書をとりまとめる。9月定例教育委員会での議決を経て、

平成 24 年第 3回定例会(9 月議会)へ提出する。 

また、報告書は平成 24 年 12 月教育委員会のホームページ等を活用して市

民への公表を行うこととする。 

   

３ ３ ３ ３ 評価点数結果及評価点数結果及評価点数結果及評価点数結果及びびびび各課各課各課各課のののの評価項目件数評価項目件数評価項目件数評価項目件数についてについてについてについて((((別紙 別紙 別紙 別紙 Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ 市教育委員会市教育委員会市教育委員会市教育委員会

事務事業自己点検事務事業自己点検事務事業自己点検事務事業自己点検・・・・評価評価評価評価シートシートシートシート参照参照参照参照)  )  )  )  

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等) 

第 27 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第 1項の規定によ

り教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務(同条第 3 項の

規定により事務局職員等に委任された事務を含む。)を含む。)の管理及び執

行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

2  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識 

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 



- 2 - 
 

 45454545 評価項目評価項目評価項目評価項目のののの合計評価点数合計評価点数合計評価点数合計評価点数はははは 3333....86868686 点点点点、合併 2 年目となったこ

とから、課題が確認でき事業目的の共有化が図られ、目標を概ね達

成することができた。 

  教育総務課9項目 学校教育課10項目 社会教育課13項目 図書館事務4  

項目 保健体育課 9項目 合計合計合計合計 45454545 項目項目項目項目 

 

４ ４ ４ ４ 評価点数評価点数評価点数評価点数のののの方法方法方法方法について について について について 

評価点数評価点数評価点数評価点数はははは 5555 段階評価段階評価段階評価段階評価とし、以下のとおりとする。 

評価 評価の基準等 目標等達成の目安 

５ 目標を十分に達成し、期待以上の成果が得られた。 ８割～１０割 

４ 目標を概ね達成し、ほぼ期待どおりの成果が得られた。 ６割～８割 

３ 目標を半分以上達成し、ある程度の成果が得られた。 ４割～６割 

２ 目標をあまり達成できず、成果が少なかった。 ２割～４割 

１ 目標をほとんど達成できず、成果がなかった。 ０割～２割 

 

５  ５  ５  ５  平成平成平成平成 24242424 年度年度年度年度((((平成平成平成平成 23232323 年度分年度分年度分年度分))))点検点検点検点検・・・・評価評価評価評価のののの経過等経過等経過等経過等について について について について 

・5月 25 日 教育委員会内部自己点検・評価シート作成を各課に依頼 

・6月 5 日 事務局自己点検・評価シートの作成 

・6月 10 日 事務局自己点検・評価シートのまとめ 

・6月 12 日 各教育委員へ事務局自己点検・評価シートの配布 

・6月 29 日 各教育委員、事務局へ自己点検・評価シートの提出 

・7月 10 日  事務局自己点検・評価シートのまとめ 

・7月 18 日 第 1 回外部評価委員会 

(委嘱状の交付、会長選出、外部評価委員へ自己点検・評価の

依頼) 

・8 月 27 日 第 2 回外部評価委員会 

(外部評価委員の自己点検・評価の報告) 

    ・8 月 31 日 自己点検・評価報告書の作成 

・9月 14 日 定例教育委員会に自己点検・評価結果報告書の議案提出 

・9月 24 日 市議会第 3回定例会へ自己点検・評価結果報告書の提出 

・10 月以降 市民への公表 

 

ⅡⅡⅡⅡ 平成平成平成平成 23232323 年度教育委員会事務局年度教育委員会事務局年度教育委員会事務局年度教育委員会事務局のののの点検点検点検点検・・・・評価評価評価評価についてについてについてについて 

１ １ １ １ 教育総務課 教育総務課 教育総務課 教育総務課 

教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会のののの活性化活性化活性化活性化のののの推進推進推進推進 5555 項目項目項目項目のののの平均点平均点平均点平均点はははは 4444....2222 点点点点のののの評価評価評価評価。。。。定例教育委員
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会等での議案審議では活発な議案質疑がなされた。 

また、県・地区・市主催の研修会、学校訪問をはじめとした市主催各種行

事に積極的に参加し、定例教育委員会でその結果の発表がなされた。このこ

とにより情報の共有化が進み、委員会の活性化に繋がったと評価できる。 

事務局との連携では、緊急時において教育委員へ情報を伝達する手法の確

立が必要となってきている。 

事業事業事業事業にににに係係係係るるるる 4444 評価項目評価項目評価項目評価項目のののの平均点平均点平均点平均点はははは 4444 点点点点のののの評価評価評価評価。。。。主に安全・安心な学校づく

りと教育施設整備の充実においては、特にメンタルヘルスに力を注いだ。 

建昌小学校の分離新設校の建設については、基本計画の検討を行い次年度

に行う基本実施設計の準備を進めた。 

・各事業の主な成果と課題 

(1) 職員研修は 40 名が受講、各種健康診断は 149 名が受診した。 

(2) 幼稚園のメンタルヘルス研修に 36 名が参加した。 

(3) 学校事務職員研修を 21 回実施し、財務事務の円滑な執行に努めた。 

(4) 施設・設備整備は、錦江小・姶良小・帖佐中の外壁改修工事、蒲生中の屋

内消火栓の改修工事、加治木中の太陽光発電設備の寄贈を期に屋上防水工

事を実施した。三船小の耐震改修工事を行い、姶良市の学校施設の耐震化

率 100％を達成した。その他緊急性のある各施設設備改修等の維持管理に

努めた。 

(5) 建昌小の分離新設小学校については基本計画を行い、その地質調査につい

ては基本・実施設計業者との協議を基に掘削深度等を検討するため、平成

24 年度に実施することとした。 

 

２ ２ ２ ２ 学校教育課 学校教育課 学校教育課 学校教育課 

10101010 評価項目評価項目評価項目評価項目のののの平均点平均点平均点平均点はははは 3333....7777 点点点点のののの評価点評価点評価点評価点。。。。『道徳性を高め、豊かな心と健や

かな体を育む教育の推進』『確かな学力を確立する教育の推進』『信頼され

る学校づくりの推進』の三つを重点施策に掲げ、その充実に努めた。 

特に、スクールソーシャルワーカーなどにより家庭・関係機関との連携が

密にとられ、年々不登校が減少してきている。また、「いじめは、どの学校

にもある」という前提のもと、日常的な実態把握とその指導を積極的に進め

たことで、いじめの早期認知とその対応を適切に行うことができた。 

中学校ブロックごとの小・中学校連携体制の構築を進め、家庭・地域と連 

携した学力向上に取り組み、県の平均以上の学力を定着させることができた。 

・各事業の主な成果と課題 

(1) 道徳教育の公開研究会を実施し、各学校においてその研究内容の活用を図

った。また、平成 24 年度から取り組む「モラリティ・インプルーブメン
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ト推進事業」の計画準備を行ったが、今後、家庭・地域も巻き込んで、大

きな成果に繋がるよう努めていく。 

(2) 各学校において生徒指導体制が確立したこと、生徒指導主任等研修会の年

4回の開催、スクールカウンセラー等の教育相談体制を充実させたことで、

不登校の減少やいじめ問題の解決に繋げた。 

(3) 新たに、市特別支援連携協議会を設立し各関係機関と連携を図り、特別支

援教育の充実が図れた。また、特別支援教育支援員 21 名を配置し、特別

な支援の必要のある児童生徒の介助や学習支援を行った。 

(4) すべての小学校 5･6 年生で「外国語活動」がスタートしたが、小学校へ外

国語活動協力員、中学校へ外国語指導助手を定期的に派遣し、体験的な外

国語活動を通して言葉や文化についての興味・関心を高めることができた。 

(5) 自己申告による校長との面談や月 1回以上の管理職研修会を実施し、学校

の課題解決への取り組みや学校経営の充実に生かすことができた。 

 

３ ３ ３ ３ 社会教育課 社会教育課 社会教育課 社会教育課 

13131313 評価項目評価項目評価項目評価項目のののの平均点平均点平均点平均点はははは 3333....7777 点点点点のののの評価評価評価評価。。。。「あいら未来特使団事業」など新し

い企画がスタートし、青少年のリーダーの育成が進むと同時に、既存の事業

の充実も図られるなど、社会教育の基盤づくりが進んだ。特に公民館講座の

内容充実が図られた。また、社会教育施設や公民館施設においても運営充実

が図られるなど、良好かつ幅広く生涯学習を推進できたものと評価できる。 

同じく、芸術文化活動の振興や文化財の保存と活用にあっても、初期の目

的に基づく事業を推進できたものと評価できる。 

・各事業の主な成果と課題 

(1) 社会教育関係職員のスキルアップや地域指導者の資質向上のため、研修会

を開催すると同時に研修会への参加を進めた。また、市おやじの会などの

社会教育関係団体の育成が図られたが、市民に対する情報提供システムは

まだ構築されていない。 

(2) 「あいら未来特使団事業」の富士登山など新たな青少年健全育成事業がス

タートしたり、高齢者のためのゆずり葉学級や女性のためのあやめ学級な

どが充実したことで、多様なプログラム企画と綿密な運営をもって充分な

成果をあげることができた。 

(3) 社会教育施設（椋鳩十文学記念館、北山野外研修センター、スターランド

ＡＩＲＡ，蒲生ふるさと交流館）や公民館施設（姶良公民館、蒲生公民館、

地区・校区公民館）では、施設・設備の維持保全に努めながら、充実した

施設の運営が図られた。 

(4) 新市生涯学習推進体制の構築を図るうえで、その中枢となる生涯学習推進
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会議の機能を十分に発揮及び活用することができなかった。 

(5) 少年に対する芸術鑑賞機会の提供、文化協会や市立少年少女合唱団の育成、

姶良 10 号美術展の開催など、芸術文化活動の振興を図ることができた。 

(6) 指定文化財においては、史跡環境整備事業の実施や各研修会等での活用に

努め、埋蔵文化財においては、発掘調査の実施と情報提供に向けた資料整

理に従事した。また、歴史民俗資料館や加治木郷土館では、施設の健全な

運営に努めた。 

 

４ ４ ４ ４ 図書館 図書館 図書館 図書館 

4444 評価項目評価項目評価項目評価項目のののの平均点平均点平均点平均点はははは 4444....0000 点点点点のののの評価評価評価評価。。。。図書館システムの統一により、市の

図書館や図書室などがネットワークで結ばれ、他の図書館の図書資料の貸出

や返却が可能となるなどの利便性が向上した。 図書館資料が良好に利用さ

れるとともに、特に子供たちを主にした各種読書会を開催することにより、

多くの方が参加され読書に関心を持たれた。また、各種団体に視聴覚の機材

及びビデオを貸し出すことにより、視聴覚教育が図られていくものと考えて

いる。 

・各事業の主な成果と課題 

(1) 図書の貸出状況としては、一般書及び児童書などで 36 万 4 千冊余り、子

ども読書活動としてお話し会 44 回、ブックスタート事業 36 回など図書資

料の利用や読書活動の推進に努めた。新たな図書館システムが導入され、

利用者の利便性が図られた。 

(2) 視聴覚ライブラリーの利用実績は、機材及びビデオで利用者が 1万 3千人

余りで、昨年度より 4千人ほど増えた。さらなる視聴覚資料の利活用を推

進するために、市民に対してもっと広報を行う必要がある。 

 

５ ５ ５ ５ 保健体育課 保健体育課 保健体育課 保健体育課 

   9評価項目評価項目評価項目評価項目のののの平均点平均点平均点平均点はははは 4.04.04.04.0点点点点のののの評価評価評価評価。。。。生涯スポーツの推進については、市民

の健康意識や仲間づくりを目的に各種のスポーツ大会等を実施した。学校保健

関係では、児童生徒の健康診断事業や、学校安全体制の充実に努め、また、学

校給食関係では、安心・安全な給食運営が図られ、それぞれ、概ね順調に推進

することができた。 

・各事業の主な成果と課題 

(1) 各種スポーツ大会等は、多くの参加者を得て盛大に開催することができた。

参加者数は約 4,900名で昨年度より 200名増えているが、更に多くの市民

が参加できるような大会の計画やその広報の充実に努めたい。 

(2) すべての小・中学校で体力・運動能力調査を実施したが、「握力」「長座体
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前屈」「上体起こし」が全体的に劣っていることが明らかになったことか

ら、この結果を受け、小中学校への体力向上のための指導を行った。 

(3) 学校給食については、食中毒防止や異物混入等がないよう調理従事員等を

対象に給食衛生管理研修会の実施や栄養教諭等による食に関する指導等

を行い、安心・安全な学校給食に努めている。 

 

ⅢⅢⅢⅢ 教育委員教育委員教育委員教育委員のののの平成平成平成平成 23232323年度点検評価年度点検評価年度点検評価年度点検評価・・・・意見意見意見意見・・・・要望等要望等要望等要望等についてについてについてについて    

((((教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会のののの活性化活性化活性化活性化のののの推進推進推進推進))))        

・委員の辞職により 1名、数ヶ月空席の時期があったが、定例会も滞り無く

開催された。 

・事前に十分な日程調整がなされ、出席率も高い。今後も責任をもって参加

したい。 

・早めの資料配布により、事前検討ができ活発な質問や意見交換が行われた。 

  ・県、地区、県外（島原市、武雄市）への研修の機会を与えてもらい、委員

としての自覚、見識を深めることができた。これからの問題解決への足が

かりとして大いに参考になる研修であった。 

  ・諸会議（主に定例会）等が予定時間より早く終了した時間を活用して、

テーマを設定した意見交換等の研修機会に充てるようにしたい。 

  ・年間計画、事前の連絡が確実で参加しやすい。特に、積極的な意見交換

や質問が行われる学校訪問はとても意義がある。 

 

   ((((教育総務課関係教育総務課関係教育総務課関係教育総務課関係) ) ) ) 

・教育に携わる者のメンタル面の健康管理は必須であり、メンタルヘルスへ

の意識向上がますます求められてきている。 

・子供たちの「いのち」を守るハード面の整備はやりすぎることはない。予

算が許す限り、把握、検討、実施してほしい。 

・教育環境整備は、児童生徒が経験を積み、危険対処方法を身に付けさせる

システムや施設整備の在り方も考慮すべきだ。 

・耐震化率 100％を達成したことは評価できる。 

・平成 27 年度分離新設小学校開校に向け、着実に推進していると感じる。 

 

((((学校教育課関係学校教育課関係学校教育課関係学校教育課関係))))    

・「道徳＝人権＝いのち」子供たちにソフトに伝わる（人権）絵本もツール

として多いに活用してほしい。 

・各学校において全校的な指導体制が確立され、不登校が減少していること
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は評価できる。今後もさらに取り組みを充実させていく必要がある。 

・体験活動や読書活動において、取り組みに差が見られる。 

･読書指導、読書活動、学校の実態に応じた体験活動も積極的に行われて

いる。（郷土芸能、農業体験） 

           ・読書活動が冊数のみの評価とならないよう、また、「郷土愛」を育てる体

験が単発で終わらないことを希望する。 

・中学校ブロックにおける小中連携した取り組みは評価できる。今後のさ   

らなる取り組みに期待するとともに各学校へのフォローもお願いしたい。 

  ・やまびこ留学制度の広報を漆小と進めるとともに、里親の確保にも努力   

していただきたい。 

  ・特別支援教育が充実していれば、それにとどまらず学校全体としても児

童・生徒によい影響を及ぼすと思う。 

  ・幼稚園は園児にとって、人間としてとても大切な時期であり、その教育

担当者の研修は大切である。同時に、この職種は重労働に分類されるた

め、心身の健康管理が大切であると思う。 

  ・小中の英語教員の情報交換もさることながら、中学校の英語教師が小学

生へ英語の授業はできないものだろうか。小学校で英語塾に行くのが多

いのは、やはり親の不安があるのだろう。力を入れるべきところである。 

  ・学校評議員や学校関係者評価委員の意見・要望等を学校経営目標に活か

すようにしていく必要がある。 

  ・校長への学校経営の指導助言を積極的に行うよう、指導主事の先生、頑

張ってください。 

    
((((社会教育課関係社会教育課関係社会教育課関係社会教育課関係))))    

  ・広範囲に及ぶ各種団体への育成支援は、｢地域力｣の要である。女性団体

離れも少々耳にするが、各種団体とのより一層の連携強化と推進体制の

充実を図る必要がある。 

  ・部活動などで中高生の社会活動が希薄と感じる。御膳立てが必要である。 

  ・家庭教育学級は異学年保護者の交流の場であり、ＰＴＡ活動を支えても

らっている保護者である。魅力ある活動内容で参加者の増員を図ってほ

しい。 

  ・学校の家庭教育学級は、せめて低学年は全戸入るような体制もほしい。

学級生募集の為、内容的にもカルチャークラブ化しない様、検討・指導

する必要はないだろうか。 

  ・｢女性学級、高齢者学級、内容的に充実していて楽しい｣と聞く。より一

層の充実を望む。 
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  ・社会教育施設の利用について、イベント時以外の利用者の増加を図るた

め、より一層のＰＲ活動に努める必要がある。 

  ・11 月の歴史講演会に参加できず残念であった。折角なので、違う時期、

企画の検討をお願いしたい。 

  ・加治木・蒲生の太鼓踊りは大事な文化財である。次世代への伝統の継承

にも尽力してほしい。 

  ・歴史民俗資料館・加治木郷土館では興味深い事業が展開されており、楽

しめるものとなっている。 

 

  ( ( ( (図書館関係図書館関係図書館関係図書館関係))))    

・旧 3町で貸出しにやや違いはあるが、概ねよいサービスが提供されている。 

・これからも市民のオアシスとして楽しい催しの企画を期待する。 

・ブックスタート（赤ちゃんへの読み聞かせを始めるために 10 ヶ月検診時

に本を渡す）の充実に期待したい。 

・視聴覚ライブラリーの活用について、広報等で利活用の推進を進めてほし

い。 

・新図書館システムの導入でシステムが統一化され、便利になったと感じる。 

 

((((保健体育課関係保健体育課関係保健体育課関係保健体育課関係) ) ) ) 

・生涯スポーツへのお年寄りの参加が目立つ。お年寄りが元気であることは、

地域が元気な証拠である。 

・スポーツ推進員の資質の向上が図られているが、スポーツ志向は今後高ま

ると思われることから、指導者養成・研修が益々必要になってくる。 

・施設利用者の声を聞き、施設環境整備等には細かい配慮をお願いしたい。 

  ・スポーツ少年団は年々減る方向にあり、特に武道離れは著しい。中高必

須の武道に逆行している状況にある。 

  ・児童生徒の体力づくりでは、各学校の実態把握が進み、改善が図られて

いる。ただ、体の幹部を鍛える体力づくりが基本であるので、呼吸法を

取り入れた指導方法も今後検討してほしい。 

・栄養バランスは当然のこと。あとは食事として主食・主菜・副菜等が色ど

りにほしいところである。やはり｢緑｣が少ないのは、加熱しなければなら

ないせいか。 

・給食は教育の場であるとの意識を先生方に深く持ってほしい。 

・調理員（センター）は、食べる側が見えない職場なので、危機管理意識の

みならず、愛情を持ったプロ意識の高揚に努められる働きかけが必要であ

る。 
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・運営委員会メンバーには、食育に関心のある保護者代表の選任が必要であ

る。 

 

ⅣⅣⅣⅣ 外部評価委員外部評価委員外部評価委員外部評価委員のののの平成平成平成平成 23232323年度点検評価年度点検評価年度点検評価年度点検評価・・・・意見意見意見意見・・・・要望等要望等要望等要望等についてについてについてについて    

    ((((教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会のののの活性化活性化活性化活性化のののの推進推進推進推進))))        

・各審議については｢姶良市総合振興計画｣に基づく長期的ビジョンを考慮し

ながら、審議、議決、承認等を進めてほしい。 

・先進地を研修する機会を得て、今後の更なる向上に期する良い参考材料を

収集できたことと思うので、これを今後に活かしてほしい。 

・学校訪問は市内全域を隈無く訪問されており、各学校での積極的な意見交

換はとても意義深いものと思う。 

  ・教育委員会の活動状況は評価できるが、活動内容等が学校保護者などにあ

まり知られていない部分があり、何らかの方法で広報する必要がある。 

  ・それぞれの立場から教育現場へ必要な意見を出されている。今後も幅広い

見識で広く教育推進をお願いしたい。 

 

((((教育総務課関係教育総務課関係教育総務課関係教育総務課関係) ) ) ) 

・教育に携わる方々の健康、特にメンタル面の管理について、各々の意識向

上は必須と思う。 

・組織的な健康管理がなされており、労働衛生面の環境も整えられている。

メンタルヘルスについては、対応マニュアルの必要性を感じる。 

・財務事務の適正な執行もさることながら、第 2次実施計画等の細部検討も

毎年重ねられることで、更なる将来のビジョン充実に努められたい。 

・子供たちの安心安全は基より、地域の防災拠点となる学校の施設整備は今

後も予算の許す限り実施してほしい。 

・ハード面のみならずソフト面とのバランスを考慮しながら、教育環境改善

に努められたい。 

・新設小学校の開校は市民にとっても大きな関心事であることから、進捗状

況等の市報での広報をお願いしたい。 

・施工又は計画にあたり、現場の子供たちの声や先生方の意見も取り入れて

ほしい。 

 

 ((((学校教育課関係学校教育課関係学校教育課関係学校教育課関係) ) ) ) 

・先ずは、家庭での教育が重要で、幼少期に心に届く家庭教育をどのように

受けたかが成長を左右すると思う。例えば親が掃除をきちんとする。花を
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育てる。歌う。神仏の礼拝等、日常的に自然にして見せることが大切だと

思う。 

その上で、様々な学校での教育活動の取り組みがなされていけば、子供た

ちは健全に育って行くと思う。やはり、子育ては学校・家庭・地域の連携

に尽きると思う。 

・学校と専門員の方々との深い連携により、不登校者数が減少してきたこと

を大変嬉しく思う。 

・いじめに対しては早急な対応と十分な調査が必要である。 

・中学校になると部活等で読書をするための時間が取れなくなるが、冊数で

はなく内容の深さで、一年間に数冊でも読む挑戦をしてほしい。 

    ・県基礎基本定着度調査の結果から、実践発表に繋がるようなこれまでの

取り組みは評価できる。 

・地域活性化のためにも小学校は必要であり、休校とさせないためにも特認

校制度は地域の活性化に大きな力となっている。 

・特別支援員の配置は教育現場にとって計り知れない教育効果がある。支援

内容の充実や支援員の増員に努められたい。 

・幼児期は一番活発な成長時期でもあり、幼児教育の充実・発展へ向けて研

修等の充実に努められたい。 

・言語教育は子どもの体験を重ねることが大事であるというデータもある。

外国語教育も同じように小さい時の経験が大事と思われる。 

・学校の評価は子どもの評価や保護者の評価、地域の評価など、総合的な物

であって、目の前の成果にとらわれず、長期的なビジョンを常に確認しな

がら進めるべきものと考える。ＰＤＣＡの反映に活かされたい。 

・学校経営と学級経営、教科経営が連動するようになり、学校経営が具体的

に実践されるようになったことは、評価したい。 

 

 ((((社会教育課関係社会教育課関係社会教育課関係社会教育課関係) ) ) ) 

・社会教育委員の会では、社会教育関係団体それぞれの代表者が積極的に発

言し合える雰囲気があり、研究協議のテーマを各視点から捕らえることで、

有効な解決策が見出せるのではないかと考える。 

・「あいら未来特使団」のネーミングがよい。 

  将来の日本を背負う青少年たちが様々な経験を通してリーダーに成長し

ていってくれることを期待する。 

・姶良市は「生涯学習」の推進に大変積極的に活動していると思う。 

 高齢になっても学習を続けることの意義を市民が強く持っていると感じ

る。 
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・優れた芸術の鑑賞会や成果発表会等を企画されると同時に日頃から芸術に

親しむ環境づくりも大事である。地域の心豊かな人間形成を目指して、さ

らなる企画を推進していただきたい。 

・未来を見据えた事業展開がなされていて喜ばしい。生涯学習は全ての人に

平等に与えられるもので、情報がしっかり全体に行き渡ることが望ましい。

可能な限り広報を繰り返し、特に講演会等は多くの市民に足を運んでもら

いたい。また、関係部署が連携して、姶良市のユニークな生涯学習プラン

を立ててほしい。 

・各教育施設はなくてはならないものばかりである。管理や運営には大変苦

労をされている。それぞれの施設の特徴を活用して多くの利用者を呼び込

んでほしい。 

・公民館事業は公共の場として地元と最も密接な場であり、地元交流の場ま

た憩いの場となるように支援充実を図っていただきたい。 

・公民館、地区館のどこも老朽化してきており改修が必要となって来ている。

改装時は、年寄りや乳幼児にやさしい改善計画となるようお願いしたい。

（畳の間を減らさないでほしいという要望がある。） 

・各校区、地区公民館の組織化と運営・管理は、地域の高齢化とともにむず

かしくなっている。新たな支援の必要性を感じる。 

・市には多くの文化財があるので、今後も管理保存の整備を行い、歴史学習

に活かしてほしい。 

・既存の郷土芸能が絶えることのないよう皆で守っていきたい。 

 

   ((((図書館関係図書館関係図書館関係図書館関係) ) ) ) 

  ・これからも市民のオアシスとして楽しい催しの企画を期待する。 

  ・言語能力は総ての教科の基本となる能力である。読書活動を通して様々

な能力が鍛えられると期待して支援をお願いしたい。 

  ・図書館システムの統一により便利になったと感じるので、今後はさらな

るネットワークの充実に努めてほしい。 

 

((((保健体育課関係保健体育課関係保健体育課関係保健体育課関係)  )  )  )  

・体・徳・知、まずは体力が生活の基本、無理なく体力づくりができる生涯

スポーツの支援をお願いしたい。 

・今後も市民の体力づくり、健康増進のために、各種大会の継続を望む。 

・スポーツ少年団の事務局として、指導者等へ地域行事やＰＴＡ行事等への

子供たちの積極的な参加を促してほしい。（子供たちの地域作業等への参

加が少なくなっている今、指導的立場の者がある程度の強制力を発揮して



- 12 - 
 

も良いのではないか。） 

・競技スポーツでは、資金投入の多少が競技力向上に比例するというデータ

がある。バランスの取れた支援をお願いしたい。 

・児童生徒の体力が低下しているようである。体力向上を高めるため、少年

団やスポーツクラブとの連携を図り、体制を確立してほしい。 

・う歯の治療率が低いのは、家庭環境が大きな理由である。保護者の意識が

低いと治療させない。学校と連携して、治療率を上げる策を講じる必要が

ある。 

・学校保健では心身ともに健全な成長を促し、健康への意識高揚を図りなが

ら、他人への思いやりまで派生する指導を進められたい。 

・栄養バランスと美味しさの両方を兼ね備えた給食だと思う。残食も減って

きているのではないか。 

・全員が笑顔になれる献立の工夫に期待する。 

・地場産物の活用推進はとても良い。生産者と生徒達との交流の場を作って

ほしい。収穫までの生産者の努力を知る機会があれば、食物の大事さが更

に分かると思う。    



氏　　名 役　　職　　等 備　　　考

1 中 村 辰 夫 加治木工業高校学校長 学校教育

2 中 森 春 志
姶良市スポーツ少年団副本部長
太鼓踊り保存会役員ほか

社会体育

3 吉 川 成 子
市文化協会副会長
社会教育委員の会委員長

芸術文化

4 馬 場 広 幸 市ＰＴＡ連絡協議会会長
市ＰＴＡ連絡協議会代表
者

5 森 田 千 佳 子
旧加治木町教育委員
社会教育委員

教育委員会が必要と認め
る者

氏　　名 職　　　名 備　　考

1 小 川 正 幸 教 育 委 員 長

2 本 渡 裕
教 育 委 員 長
職 務 代 理 者

3 福 元 俊 子 教 育 委 員

4 三 月 田 淳 子 教 育 委 員

5 小 倉 寛 恒 教 育 長

姶良市教育委員会外部評価委員

姶　良　市　教　育　委　員
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姶良市教育に関する事務の執行の状況の点検及び評価の実

施規則 

平成22年３月23日 

教育委員会規則第５号 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第

162号。以下「法」という。）第27条の規定に基づき、教育に関する事務の執行

の状況の点検及び評価（以下「点検及び評価」という。）に関し必要な事項を定

めるものとする。 

 （点検及び評価の対象及び時期） 

第２条 点検及び評価の対象は、法第23条各号に掲げる事務及び教育施策上の重要

課題とする。 

２ 点検及び評価は、毎年度、前年度の前項に規定する事項について行うものとす

る。 

 （資料の整理等） 

第３条 点検及び評価に資するため、事務局（法第18条に規定する事務局をい

う。）は、前条第１項に規定する事項について、必要な資料を整理する。 

 （教育に関し学識経験を有する者の知見の活用） 

第４条 法第27条第２項の規定に基づき、点検及び評価を行うに当たり教育に関し

学識経験を有する者の知見を活用するため、姶良市教育委員会外部評価委員会

（以下「評価委員会」という。）を設置するものとし、必要な事項は、別に定め

る。 

 （議会報告等） 

第５条 姶良市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、評価委員会からの

答申を踏まえ、点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、姶良市議会に提

出するとともに、これを公表するものとする。 

 （庶務） 

第６条 点検及び評価の実施に関する庶務は、教育総務課において処理する。 

 （その他） 

第７条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、平成22年３月23日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則の施行の日の前日までに、合併前の教育に関する事務の点検及び評価

の実施に関する要綱（平成21年加治木町教育委員会要綱第１号）又は教育に関

する事務の執行の状況の点検及び評価の実施規則（平成21年姶良町教育委員会

規則第１号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、それぞれこの

規則の相当規定によりなされたものとみなす。 
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姶良市教育委員会外部評価委員会規程 

平成22年３月23日 

教育委員会訓令第４号 

 （設置） 

第１条 姶良市教育に関する事務の執行の状況の点検及び評価の実施規則（平成22

年姶良市教育委員会規則第５号）第４条の規定に基づき、姶良市教育委員会外部

評価委員会（以下「評価委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 評価委員会は、姶良市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の諮問に

応じ、次に掲げる事項について審議し、その結果を答申するものとする。 

 (１) 教育委員会の事務の点検結果の評価に関すること。 

 (２) 教育委員会の委員の活動状況点検結果の評価に関すること。 

 (３) その他教育委員会の点検及び評価に関し必要と認めること。 

 （組織） 

第３条 評価委員会は、５人以内の評価委員をもって組織する。 

２ 評価委員は、次の掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

 (１) 学校教育、社会教育及び社会体育に知見を有する者 

 (２) 芸術文化関係に知見を有する者 

 (３) ＰＴＡ連絡協議会代表者 

 (４) 前３号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める者 

 （任期） 

第４条 評価委員の任期は、委嘱日から当該委嘱日の属する年度末までとし、補欠

評価委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただし、再任を妨げない。 

 （会長） 

第５条 評価委員会は、会長１人を置き、評価委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、評価委員会を代表する。 

 （会議） 

第６条 評価委員会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長が議長

となる。 

２ 会議は、評価委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席評価委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

 （庶務） 

第７条 評価委員会の庶務は、教育総務課において処理する。 

 （その他） 

第８条 この訓令に定めるもののほか、評価委員会の運営に関し必要な事項は、会

長が会議に諮って定める。 

   附 則 

 この訓令は、平成22年３月23日から施行する。 
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姶
良

市
教

育
委

員
会

事
務

事
業

自
己

点
検

姶
良

市
教

育
委

員
会

事
務

事
業

自
己

点
検

姶
良

市
教

育
委

員
会

事
務

事
業

自
己

点
検

姶
良

市
教

育
委

員
会

事
務

事
業

自
己

点
検

・ ・・・
評

価
評

価
評

価
評

価
シ

ー
ト

シ
ー

ト
シ

ー
ト

シ
ー

ト

定
例

教
育

委
員

会
・
臨

時
教

育
委

員
会

の
開

催
状

況
開

催
回

数
等

定
例

会
・
臨

時
会

の
適

切
な

時
期

で
の

開
催

①
定

例
会

1
2
回

、
臨

時
会

4
回

、
姶

良
市

教
育

委
員

会
の

行
政

組
織

等
に

関
す

る
規

則
で

定
め

ら
れ

た
毎

月
1
0
日

開
催

に
努

め
た

。
②

臨
時

会
で

は
、

教
育

委
員

長
選

任
、

職
務

代
理

者
指

定
、

中
学

校
教

科
用

図
書

の
採

択
、

委
員

の
辞

職
の

同
意

、
教

職
員

の
内

示
を

行
っ

た
。

4

・
適

切
な

時
期

に
開

催
さ

れ
、

必
要

な
議

案
が

上
程

さ
れ

、
審

議
さ

れ
て

い
る

。
・
教

育
委

員
会

の
活

動
状

況
を

も
っ

と
市

民
に

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
、

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

・
委

員
の

辞
職

に
よ

り
１

名
、

数
ヶ

月
空

席
の

時
期

が
あ

っ
た

が
、

定
例

会
も

滞
り

無
く
開

催
さ

れ
た

。
・
事

前
に

十
分

な
日

程
調

整
が

な
さ

れ
、

出
席

率
も

高
い

。
今

後
も

責
任

も
っ

て
参

加
し

た
い

。

・
事

前
に

十
分

な
日

程
調

整
が

な
さ

れ
て

い
る

。
・
委

員
会

は
適

宜
必

要
に

応
じ

て
開

催
さ

れ
、

議
案

の
審

議
に

努
め

ら
れ

た
い

。

議
案

の
審

議
状

況
審

議
件

数
の

妥
当

性
と

委
員

の
意

見
反

映
委

員
の

意
見

反
映

度
①

予
算

議
案

3
件

、
規

則
等

改
正

2
2
件

、
付

属
機

関
の

委
員

等
の

委
嘱

4
件

、
そ

の
他

6
件

、
計

3
5

件
の

議
案

及
び

報
告

1
0
件

の
す

べ
て

が
議

決
・

承
認

さ
れ

た
。

②
ほ

と
ん

ど
の

案
件

に
質

問
等

が
出

さ
れ

る
と

伴
に

活
発

な
意

見
交

換
が

行
わ

れ
た

。
4

・
教

育
費

予
算

や
懸

案
事

項
等

に
つ

い
て

、
活

発
な

審
議

が
な

さ
れ

て
い

る
。

・
早

め
の

資
料

配
付

に
よ

り
、

事
前

検
討

が
で

き
、

活
発

に
質

問
や

意
見

交
換

が
行

わ
れ

た
。

・
形

骸
化

し
な

い
よ

う
、

活
発

な
意

見
交

換
を

行
い

た
い

。

・
定

例
会

で
の

各
委

員
か

ら
の

活
発

な
意

見
・
発

言
を

期
待

し
て

い
る

。
・
各

審
議

に
つ

い
て

は
｢姶

良
市

総
合

振
興

計
画

｣に
基

づ
く
長

期
的

ビ
ジ

ョ
ン

を
考

慮
し

な
が

ら
、

審
議

、
議

決
、

承
認

等
を

進
め

た
い

。

事
務

局
と

の
連

携
委

員
へ

の
委

員
会

事
前

資
料

配
付

と
事

務
局

へ
の

資
料

要
求

等

教
育

委
員

と
事

務
局

の
連

携
定

例
会

・
臨

時
会

当
日

3
日

前
に

各
教

育
委

員
に

、
議

案
及

び
教

育
委

員
・
事

務
局

の
行

事
の

資
料

配
付

に
努

め
た

。
ま

た
、

説
明

に
必

要
な

資
料

の
配

付
も

行
っ

た
。

4

・
事

前
の

配
付

が
確

実
に

行
わ

れ
、

事
前

検
討

が
図

ら
れ

た
。

・
資

料
配

付
や

連
絡

等
が

確
実

で
あ

っ
た

。

・
さ

ら
な

る
連

携
に

努
め

ら
れ

た
い

。
・
連

携
、

説
明

も
適

切
と

思
わ

れ
る

。

教
育

委
員

の
研

修
研

修
の

機
会

県
・
地

区
・
市

独
自

の
研

修
内

容
①

県
主

催
の

研
修

　
九

州
地

区
市

町
村

教
育

委
員

研
修

大
会

他
4

の
研

修
や

総
会

②
地

区
の

研
修

　
地

区
市

町
教

育
委

員
会

連
絡

協
議

会
総

会
・

研
修

会
他

1
の

研
修

③
姶

良
市

主
催

の
研

修
　

県
外

研
修

（
島

原
市

、
武

雄
市

）

4

・
市

独
自

に
「
教

育
力

向
上

及
び

防
災

教
育

に
つ

い
て

」
の

先
進

地
研

修
を

実
施

し
,委

員
の

識
見

の
向

上
に

努
め

た
。

・
適

時
な

研
修

テ
ー

マ
に

つ
い

て
の

先
進

地
研

修
の

実
施

が
行

わ
れ

、
効

果
的

な
研

修
が

で
き

た
。

・
県

、
地

区
、

県
外

（
島

原
市

、
武

雄
市

）
へ

の
研

修
の

機
会

を
与

え
て

も
ら

い
、

委
員

と
し

て
の

自
覚

、
見

識
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

こ
れ

か
ら

の
問

題
解

決
へ

の
足

が
か

り
と

し
て

大
い

に
参

考
と

な
る

研
修

で
あ

っ
た

。
・
諸

会
議

（
主

に
定

例
会

）
等

が
予

定
時

間
よ

り
早

く
終

了
し

た
時

間
を

活
用

し
て

、
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
意

見
交

換
等

の
研

修
機

会
に

充
て

る
よ

う
に

し
た

い
。

・
テ

ー
マ

を
示

し
、

そ
れ

に
対

す
る

研
修

の
結

果
報

告
お

よ
び

意
見

を
聞

く
こ

と
で

、
現

在
抱

え
て

い
る

問
題

解
決

の
手

掛
か

り
と

し
て

い
き

た
い

。
・
見

識
を

高
め

る
為

、
可

能
な

限
り

い
ろ

い
ろ

な
会

に
参

加
し

、
資

質
を

高
め

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

・
先

進
地

を
研

修
す

る
機

会
を

得
て

、
今

後
の

更
な

る
向

上
に

期
す

る
良

い
参

考
材

料
を

収
集

で
き

た
こ

と
と

思
う

。
・
他

県
の

教
育

委
員

と
意

見
交

換
で

き
る

機
会

を
設

け
て

、
更

に
学

べ
た

ら
と

考
え

る
。

・
研

修
の

成
果

と
し

て
、

よ
い

事
例

は
委

員
会

で
相

互
に

学
び

合
う

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

教 育 総 務 課

評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

教
育

委
員

会
の

活
性

化
の

推
進

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

教
育

委
員

会
の

活
性

化
の

推
進

教
育

委
員

の
活

動
状

況
教

育
委

員
会

主
催

行
事

へ
の

参
加

学
校

、
教

委
主

催
行

事
、

そ
の

他
行

事
の

参
加

状
況

市
独

自
の

学
校

訪
問

や
教

育
事

務
所

と
の

合
同

訪
問

、
水

泳
・
陸

上
記

録
会

、
合

同
音

楽
会

、
文

化
祭

、
成

人
式

等
の

各
種

行
事

に
積

極
的

な
参

加
が

な
さ

れ
た

。
学

校
訪

問
で

は
、

積
極

的
な

意
見

交
換

や
質

問
が

な
さ

れ
た

。

5

・
各

行
事

へ
参

加
し

、
定

例
会

等
で

の
感

想
の

発
表

や
、

意
見

交
換

が
行

わ
れ

た
。

・
特

に
学

校
訪

問
で

は
、

積
極

的
な

意
見

交
換

や
質

問
が

行
わ

れ
た

。
・
年

間
計

画
、

事
前

の
連

絡
が

確
実

で
、

参
加

し
や

す
い

。
学

校
訪

問
は

と
て

も
意

義
が

あ
る

。

・
市

内
全

域
を

隈
無

く
訪

問
さ

れ
て

お
り

、
各

学
校

で
の

積
極

的
な

意
見

交
換

は
と

て
も

意
義

深
い

も
の

と
思

う
。

・
活

動
状

況
は

評
価

で
き

る
が

、
活

動
内

容
等

が
学

校
保

護
者

な
ど

に
あ

ま
り

知
ら

れ
て

い
な

い
部

分
が

あ
り

、
何

ら
か

の
方

法
で

広
報

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

か
ら

教
育

現
場

へ
必

要
な

意
見

を
出

さ
れ

て
い

る
。

今
後

も
幅

広
い

見
識

で
広

く
教

育
推

進
を

お
願

い
し

た
い

。

適
正

な
人

事
管

理
業

務
の

推
進

職
員

の
資

質
向

上
と

健
康

管
理

の
保

持
職

員
研

修
・
健

康
診

断
・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

研
修

と
健

康
診

断
等

の
実

績
内

訳
①

県
自

治
研

修
セ

ン
タ

ー
の

役
職

別
研

修
：
課

長
補

佐
1
名

、
係

長
2
名

、
主

査
1
名

、
一

般
職

員
1

名
、

一
般

職
員

基
礎

5
名

、
新

規
採

用
職

員
3
名

、
法

制
実

務
1
名

②
市

独
自

の
新

人
研

修
：
自

衛
隊

入
隊

4
名

、
マ

ナ
ー

3
名

、
環

境
問

題
3
名

、
防

災
3
名

、
文

書
事

務
7
名

、
財

務
事

務
6
名

③
職

場
健

康
診

断
受

診
者

：
正

規
職

員
5
2
名

、
臨

時
職

員
3
7
名

④
人

間
ド

ッ
ク

：
市

町
村

共
済

1
7
名

、
学

校
共

済
1
8
名

⑤
生

活
習

慣
病

予
防

検
診

（
社

保
適

用
者

）
：
2
5

名 ⑥
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

（
幼

稚
園

）
：
3
6
名

4

・
役

職
や

勤
務

年
数

等
に

よ
る

研
修

を
人

事
部

局
と

の
連

携
の

も
と

実
施

し
、

管
理

能
力

、
判

断
能

力
、

公
務

員
倫

理
、

法
制

実
務

等
の

向
上

に
努

め
た

。
・
職

場
健

康
診

断
及

び
人

間
ド

ッ
ク

等
の

定
期

受
診

の
推

進
を

図
り

、
職

員
の

健
康

管
理

に
努

め
た

。
・
市

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

と
の

連
携

を
図

り
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
研

修
の

開
催

、
職

場
に

お
け

る
個

別
面

談
等

を
実

施
し

、
メ

ン
タ

ル
面

の
健

康
管

理
に

努
め

た
。

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

に
3
6
名

の
参

加
が

あ
る

な
ど

、
職

員
の

健
康

管
理

へ
の

意
識

の
高

揚
が

図
ら

れ
た

。
・
教

育
に

携
わ

る
者

の
メ

ン
タ

ル
面

の
健

康
管

理
は

必
須

で
あ

り
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
へ

の
意

識
向

上
が

ま
す

ま
す

求
め

ら
れ

て
き

て
い

る
。

・
教

育
に

携
わ

る
職

員
の

健
康

、
特

に
メ

ン
タ

ル
面

の
管

理
に

つ
い

て
、

各
々

の
意

識
向

上
は

必
須

と
思

う
。

・
組

織
的

な
健

康
管

理
が

な
さ

れ
て

お
り

、
労

働
衛

生
面

の
環

境
も

整
え

ら
れ

て
い

る
。

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

つ
い

て
は

、
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
必

要
性

を
感

じ
る

。
・
職

員
の

資
質

向
上

、
健

康
管

理
や

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

研
修

等
積

極
的

に
力

を
注

い
で

い
る

と
思

う
。

適
正

な
財

務
事

務
の

推
進

財
務

事
務

の
効

率
的

な
運

営
・
適

正
な

予
算

の
編

成
及

び
執

行

学
校

会
計

事
務

の
改

善
・

年
次

計
画

の
予

算
編

成
と

効
率

的
な

予
算

執
行

学
校

事
務

職
員

研
修

の
実

施
状

況
、

定
期

監
査

、
決

算
監

査
、

実
施

計
画

の
策

定

①
学

校
事

務
職

員
研

修
を

旧
3
町

ご
と

に
年

間
7

回
合

計
2
1
回

実
施

し
、

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
操

作
研

修
や

執
行

に
お

け
る

留
意

点
の

説
明

等
、

財
務

事
務

の
円

滑
な

執
行

に
努

め
た

。
②

2
2
年

度
決

算
監

査
、

2
3
年

度
定

期
監

査
結

果
は

適
正

な
予

算
執

行
が

図
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

指
摘

事
項

は
無

か
っ

た
。

③
学

校
備

品
検

査
の

実
施

は
無

か
っ

た
。

④
第

２
次

実
施

計
画

2
4
年

度
か

ら
2
6
年

度
ま

で
3

年
間

の
策

定
が

さ
れ

た
。

4

・
学

校
事

務
職

員
研

修
を

徹
底

し
た

こ
と

も
あ

り
、

学
校

配
分

予
算

の
適

切
な

執
行

が
で

き
た

。
・
実

施
計

画
で

は
「
豊

か
な

人
間

性
を

育
む

ま
ち

」
の

将
来

像
を

目
指

し
、

教
育

委
員

会
関

係
事

業
9
9
件

が
3
ヵ

年
に

わ
た

り
計

画
さ

れ
た

。
・
学

校
配

分
予

算
の

適
切

な
執

行
が

な
さ

れ
て

い
る

。

・
財

務
事

務
の

適
正

な
執

行
も

さ
る

こ
と

な
が

ら
、

第
2
次

実
施

計
画

等
の

細
部

検
討

も
毎

年
重

ね
ら

れ
る

こ
と

で
、

更
な

る
将

来
の

ビ
ジ

ョ
ン

充
実

に
努

め
ら

れ
た

い
。

教 育 総 務 課
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

安
全

・
安

心
な

学
校

づ
く
り

と
教

育
施

設
整

備
状

況
各

施
設

整
備

状
況

と
耐

震
化

の
推

進
及

び
主

な
施

設
整

備
状

況

主
な

教
育

施
設

整
備

の
工

事
及

び
修

繕
料

等
の

実
績

①
各

小
中

学
校

の
外

壁
落

下
の

危
険

性
が

あ
っ

た
た

め
、

外
壁

調
査

を
し

た
後

、
錦

江
小

・
姶

良
小

・
帖

佐
中

学
校

の
外

壁
改

修
工

事
を

実
施

し
た

。
②

蒲
生

中
学

校
の

屋
内

消
火

栓
の

改
修

工
事

を
行

っ
た

。
③

加
治

木
中

学
校

の
太

陽
光

発
電

設
備

の
寄

贈
を

期
に

屋
上

防
水

工
事

を
実

施
し

た
。

④
三

船
小

学
校

の
耐

震
改

修
工

事
を

行
い

、
姶

良
市

の
学

校
施

設
の

耐
震

化
率

1
0
0
％

を
達

成
し

た
。

4

・
教

育
施

設
に

つ
い

て
、

耐
震

化
1
0
0
％

達
成

に
よ

り
、

学
校

生
活

に
お

け
る

児
童

生
徒

の
地

震
に

よ
る

安
全

確
保

が
で

き
た

。
・
安

全
で

安
心

な
学

校
づ

く
り

、
生

涯
学

習
の

拠
点

と
な

る
各

施
設

な
ど

、
今

後
も

年
次

計
画

に
基

づ
き

、
着

実
に

整
備

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

が
、

当
面

す
る

危
険

個
所

、
緊

急
性

の
あ

る
補

修
に

つ
い

て
は

素
早

い
措

置
が

で
き

た
。

・
子

供
達

の
「
い

の
ち

」
を

守
る

ハ
ー

ド
面

整
備

は
や

り
す

ぎ
る

こ
と

は
な

い
。

予
算

が
許

す
限

り
把

握
、

検
討

、
実

施
し

て
も

ら
い

た
い

。
・
教

育
環

境
整

備
は

、
児

童
生

徒
が

経
験

を
積

み
、

危
険

対
処

方
法

を
身

に
付

け
さ

せ
る

シ
ス

テ
ム

や
施

設
整

備
の

あ
り

方
も

考
慮

す
べ

き
だ

。
・
耐

震
化

率
1
0
0
％

を
達

成
し

た
こ

と
は

評
価

で
き

、
安

心
す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

・
子

供
た

ち
の

安
心

安
全

は
も

と
よ

り
、

地
域

の
防

災
拠

点
と

な
る

学
校

の
施

設
整

備
は

今
後

も
予

算
の

許
す

限
り

実
施

し
て

ほ
し

い
。

・
ハ

ー
ド

面
の

み
な

ら
ず

ソ
フ

ト
面

と
の

バ
ラ

ン
ス

を
考

慮
し

な
が

ら
、

教
育

環
境

改
善

に
努

め
ら

れ
た

い
。

・
各

学
校

の
危

険
性

の
あ

る
箇

所
は

す
べ

て
改

修
さ

れ
、

耐
震

化
率

も
1
0
0
％

を
達

成
し

、
安

全
な

学
校

と
思

わ
れ

る
。

分
離

新
設

小
学

校
の

施
設

に
つ

い
て

の
検

討
基

本
計

画
の

作
成

基
本

計
画

の
進

捗
状

況
①

分
離

新
設

小
学

校
に

つ
い

て
は

、
Ｐ

Ｆ
Ｉ事

業
の

可
能

性
調

査
を

含
め

、
基

本
計

画
を

行
っ

た
。

②
地

質
調

査
に

つ
い

て
は

、
建

物
基

礎
の

設
計

を
含

む
基

本
・
実

施
設

計
業

者
と

の
協

議
を

基
に

掘
削

深
度

等
を

検
討

す
る

た
た

め
、

平
成

2
4
年

度
に

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

4

・
平

成
2
7
年

度
の

分
離

新
設

小
学

校
開

校
に

向
け

て
、

基
本

計
画

を
行

い
平

成
2
4
年

度
の

設
計

、
平

成
2
5
～

2
6
年

度
の

工
事

施
工

に
向

け
て

着
実

に
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

つ
つ

あ
る

。

・
新

設
小

学
校

の
開

校
は

市
民

に
と

っ
て

も
大

き
な

関
心

事
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
進

捗
状

況
等

の
市

報
で

の
広

報
に

掲
載

し
て

も
ら

い
た

い
。

・
施

工
又

は
計

画
に

あ
た

り
、

現
場

の
子

供
た

ち
の

声
や

先
生

方
の

意
見

も
取

り
入

れ
て

ほ
し

い
。

・
地

域
の

通
学

路
な

ど
取

り
ま

く
環

境
を

整
え

な
が

ら
、

審
議

会
答

申
に

基
づ

く
事

業
の

推
進

に
努

め
ら

れ
た

い
。

教 育 総 務 課

良
好

な
教

育
環

境
整
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

豊
か

な
情

操
・
感

性
を

育
て

る
道

徳
教

育
の

充
実

道
徳

教
育

、
人

権
教

育
の

充
実

　
道

徳
教

育
研

究
の

推
進

及
び

実
践

状
況

①
道

徳
教

育
で

は
、

市
の

研
究

指
定

校
と

し
て

柁
城

小
学

校
が

公
開

研
究

会
を

実
施

し
た

。
市

内
教

員
が

参
観

し
各

学
校

に
お

い
て

研
究

内
容

の
活

用
を

図
っ

た
。

　 ②
児

童
生

徒
の

道
徳

性
を

育
成

す
る

た
め

に
、

平
成

２
４

年
度

か
ら

の
取

り
組

む
事

業
「
モ

ラ
リ

テ
ィ

・
イ

ン
プ

ル
ー

ブ
メ

ン
ト

推
進

事
業

」
の

計
画

準
備

を
し

た
。

③
人

権
教

育
に

つ
い

て
は

、
ど

の
学

校
も

校
内

研
修

等
で

人
権

意
識

を
高

め
つ

つ
あ

り
、

教
育

活
動

に
お

い
て

も
、

全
教

科
・
領

域
等

で
道

徳
教

育
・
人

権
教

育
が

計
画

的
に

進
め

ら
れ

た
。

4

・
平

成
2
4
年

度
か

ら
取

り
組

む
「
モ

ラ
リ

テ
ィ

・
イ

ン
プ

ル
ー

ブ
メ

ン
ト

推
進

事
業

」
の

実
施

計
画

を
基

に
、

学
校

・
家

庭
・
地

域
と

の
連

携
を

充
実

し
た

取
組

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
平

成
2
4
年

度
道

徳
教

育
地

区
研

究
指

定
校

と
し

て
重

富
小

学
校

の
研

究
公

開
が

、
充

実
し

た
内

容
と

な
る

よ
う

支
援

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
・
子

供
達

に
ソ

フ
ト

に
伝

わ
る

（
人

権
）
絵

本
も

ツ
ー

ル
と

し
て

多
い

に
活

用
し

て
ほ

し
い

。

・
「
命

」
の

大
切

さ
、

ひ
と

り
ひ

と
り

の
人

権
尊

重
な

ど
、

小
さ

い
学

齢
か

ら
学

ん
で

ほ
し

い
。

・
道

徳
教

育
の

重
要

性
を

再
認

識
し

、
今

後
も

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

。
・
先

ず
は

、
家

庭
で

の
教

育
が

重
要

で
、

幼
少

期
に

心
に

届
く
家

庭
教

育
を

ど
の

よ
う

に
受

け
た

か
が

成
長

を
左

右
す

る
と

思
う

。
例

え
ば

親
が

掃
除

を
き

ち
ん

と
す

る
。

花
を

育
て

る
。

歌
う

。
神

仏
の

礼
拝

等
、

日
常

的
に

自
然

に
し

て
見

せ
る

こ
と

が
大

切
だ

と
思

う
。

そ
の

上
で

、
左

記
の

よ
う

な
取

り
組

み
が

な
さ

れ
て

い
け

ば
、

子
供

た
ち

は
健

全
に

育
っ

て
行

く
と

思
う

。
や

は
り

、
子

育
て

は
学

校
・
家

庭
・
地

域
の

連
携

に
尽

き
る

と
思

う
。

・
道

徳
教

育
で

は
学

校
で

の
｢学

び
｣を

家
庭

で
の

｢実
践

｣に
繋

げ
る

工
夫

を
連

携
し

な
が

ら
進

め
ら

れ
た

い
。

・
相

手
を

敬
う

礼
儀

の
実

践
は

地
域

の
誇

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

児
童

生
徒

の
心

に
届

く
生

徒
指

導
の

充
実

家
庭

・
関

係
機

関
と

連
携

し
た

不
登

校
・
い

じ
め

問
題

等
の

積
極

的
生

徒
指

導

不
登

校
・
い

じ
め

対
策

に
お

け
る

家
庭

・
関

係
機

関
と

の
連

携
状

況

①
　

各
学

校
に

お
い

て
校

長
を

中
心

と
し

た
、

全
校

的
な

生
徒

指
導

体
制

が
確

立
し

、
組

織
的

に
指

導
が

行
わ

れ
た

。

②
　

生
徒

指
導

主
任

等
研

修
会

を
年

4
回

開
催

し
、

規
範

意
識

の
向

上
や

問
題

行
動

へ
の

対
応

に
つ

い
て

、
警

察
や

保
護

司
と

連
携

を
図

り
研

修
会

を
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

③
　

不
登

校
問

題
で

は
、

校
内

で
の

取
組

や
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
、

ふ
れ

あ
い

教
室

、
心

健
や

か
教

育
相

談
員

と
の

連
携

に
よ

り
前

年
度

よ
り

不
登

校
者

数
が

７
名

減
少

し
た

。
ま

た
、

登
校

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
り

、
好

ま
し

い
変

化
が

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

児
童

生
徒

が
小

学
校

で
1
1
名

中
9
名

、
中

学
校

で
4
8
名

中
1
5
名

で
あ

っ
た

。

④
　

い
じ

め
問

題
に

つ
い

て
は

、
い

じ
め

問
題

を
考

え
る

週
間

を
設

定
し

、
ア

ン
ケ

ー
ト

や
道

徳
の

授
業

、
保

護
者

へ
の

啓
発

、
標

語
作

成
な

ど
、

児
童

生
徒

の
主

体
的

な
取

組
を

重
点

的
行

う
と

共
に

、
日

常
的

な
指

導
、

観
察

を
行

っ
た

結
果

、
6
件

の
い

じ
め

が
認

知
さ

れ
、

全
て

が
解

消
し

て
い

る
。

⑤
　

教
育

相
談

体
制

に
つ

い
て

は
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

を
全

て
の

中
学

校
に

配
置

す
る

こ
と

が
で

き
、

適
切

な
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

4

・
不

登
校

児
童

生
徒

数
が

大
き

く
減

少
し

、
各

小
・
中

学
校

に
お

け
る

取
組

や
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
等

市
教

育
委

員
会

に
お

け
る

施
策

の
成

果
が

現
れ

て
い

る
。

・
各

学
校

に
お

い
て

全
校

的
な

生
徒

指
導

体
制

が
確

立
し

、
大

き
な

問
題

行
動

は
発

生
し

て
い

な
い

が
、

新
た

に
不

登
校

に
陥

る
児

童
生

徒
が

い
た

り
、

い
じ

め
問

題
や

ぐ
犯

行
為

が
若

干
見

ら
れ

る
。

今
後

も
、

一
層

、
生

徒
指

導
体

制
や

教
育

相
談

体
制

を
整

え
る

必
要

が
あ

る
。

・
各

学
校

に
お

い
て

全
校

的
な

指
導

体
制

が
確

立
さ

れ
、

不
登

校
が

減
少

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
今

後
も

さ
ら

に
取

組
み

を
充

実
さ

せ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
・
学

校
格

差
が

あ
る

か
も

し
れ

な
い

が
、

地
域

の
力

も
是

非
と

も
必

要
と

な
る

。

・
学

校
と

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
等

の
方

々
と

の
深

い
連

携
に

よ
り

、
不

登
校

者
数

が
減

少
し

て
き

た
こ

と
を

大
変

嬉
し

く
思

う
。

・
生

徒
指

導
主

任
等

研
修

会
の

年
4
回

は
評

価
で

き
る

が
、

学
校

全
体

の
他

の
先

生
方

の
研

修
に

つ
い

て
は

ど
う

な
っ

て
い

る
の

か
。

数
名

の
先

生
方

に
任

せ
る

の
で

は
な

く
、

学
校

全
体

、
家

庭
と

の
連

携
を

図
っ

て
行

っ
て

ほ
し

い
。

・
将

来
の

い
ろ

い
ろ

な
社

会
を

担
う

人
材

を
今

育
て

て
い

る
と

い
う

意
識

を
地

域
全

体
の

意
識

と
し

た
い

。
・
児

童
・
生

徒
の

能
力

を
伸

ば
す

た
め

の
連

携
や

人
的

活
用

、
財

政
的

投
資

を
増

や
す

よ
う

に
努

め
ら

れ
た

い
。

・
い

じ
め

に
対

し
て

は
早

急
な

対
応

と
、

十
分

な
調

査
が

必
要

で
あ

る
。

学 校 教 育 課

道
徳

性
を

高
め

、
豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
を

育
む

教
育

の
推

進

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
‐
 4
 ‐



評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

道
徳

性
を

高
め

、
豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
を

育
む

教
育

の
推

進

新
学

習
指

導
要

領
に

基
づ

い
た

「
確

か
な

学
力

」
の

定
着

、
県

基
礎

基
本

定
着

度
調

査
・

標
準

学
力

検
査

中
学

校
ブ

ロ
ッ

ク
の

学
力

向
上

推
進

県
基

礎
基

本
定

着
度

調
査

・
標

準
学

力
検

査
の

結
果

分
析

・
対

策

中
学

校
ブ

ロ
ッ

ク
に

お
け

る
具

体
的

な
学

力
向

上
の

推
進

状
況

①
県

基
礎

基
本

定
着

度
調

査
に

お
い

て
は

、
小

・
中

学
校

と
も

県
平

均
か

そ
れ

を
上

回
る

結
果

で
あ

り
、

小
学

校
よ

り
も

中
学

校
の

成
績

が
や

や
よ

い
状

況
で

あ
る

。

②
学

力
向

上
推

進
委

員
会

の
取

組
に

よ
り

、
中

学
校

を
中

心
と

し
て

５
ブ

ロ
ッ

ク
で

小
・
中

学
校

の
連

携
の

体
制

が
で

き
あ

が
り

つ
つ

あ
り

、
保

護
者

・
地

域
と

連
携

し
た

学
力

向
上

策
を

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（
小

・
中

学
校

合
同

研
修

会
、

地
域

塾
、

保
護

者
に

よ
る

読
み

聞
か

せ
、

学
習

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

用
　

等
）

③
重

富
小

学
校

で
小

中
連

携
の

学
力

向
上

推
進

委
員

会
が

開
催

さ
れ

、
小

中
共

通
実

践
事

項
の

確
認

や
各

ブ
ロ

ッ
ク

の
「
家

庭
学

習
の

手
引

き
」
の

原
案

が
作

成
で

き
た

。

4

・
中

学
校

に
お

い
て

は
、

平
成

2
4
年

度
が

新
学

習
指

導
要

領
全

面
実

施
で

あ
る

た
め

、
安

定
し

た
推

進
が

で
き

る
よ

う
随

時
指

導
・
見

届
け

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・
本

市
の

学
力

向
上

へ
の

取
組

は
、

各
小

・
中

学
校

を
５

つ
の

ブ
ロ

ッ
ク

ご
と

に
主

体
性

、
独

自
性

を
発

揮
さ

せ
な

が
ら

、
小

・
中

連
携

、
学

校
・
家

庭
・
地

域
が

一
体

と
な

っ
て

取
り

組
み

、
大

き
な

成
果

を
上

げ
て

い
る

と
考

え
て

い
る

。
　

特
に

平
成

2
3
年

度
に

は
、

「
全

国
市

町
村

教
育

委
員

会
　

鹿
児

島
大

会
」
に

お
い

て
実

践
発

表
を

す
る

な
ど

、
そ

の
成

果
は

他
県

や
他

市
町

か
ら

も
評

価
を

受
け

る
も

の
と

な
っ

て
き

て
い

る
。

・
中

学
校

ブ
ロ

ッ
ク

に
お

け
る

小
中

連
携

し
た

取
組

み
が

評
価

で
き

る
。

今
後

の
さ

ら
な

る
取

組
み

に
期

待
す

る
と

と
も

に
各

学
校

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

も
お

願
い

し
た

い
。

・
全

県
下

の
調

査
結

果
か

ら
、

実
践

発
表

に
繋

が
る

よ
う

な
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

は
評

価
で

き
る

。
・
こ

れ
ら

の
成

果
が

、
児

童
・
生

徒
の

学
習

意
欲

を
喚

起
す

る
よ

う
さ

ら
な

る
推

進
に

取
り

組
ま

れ
た

い
。

学
校

運
営

の
充

実
、

研
究

校
の

指
定

、
小

規
模

校
教

育
の

振
興

研
究

協
力

校
指

定
に

よ
る

研
究

、
や

ま
び

こ
留

学
制

度
や

特
認

校
制

度
の

充
実

研
究

協
力

校
指

定
に

よ
る

研
究

の
充

実
、

や
ま

び
こ

留
学

制
度

や
特

認
校

制
度

の
児

童
の

増
加

①
市

研
究

協
力

校
と

し
て

、
平

成
2
2
～

2
3
年

度
に

2
校

、
平

成
2
3
～

2
4
年

度
に

３
校

を
指

定
し

、
研

究
の

充
実

を
図

っ
た

。

②
や

ま
び

こ
留

学
制

度
の

利
用

者
は

、
0
名

で
あ

っ
た

が
、

特
認

校
生

は
増

加
し

た
。

（
5
7
名

）
3

・
本

年
度

は
、

2
校

（
蒲

生
小

、
柁

城
小

）
で

市
公

開
研

究
会

を
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

多
く
の

参
加

者
が

あ
り

、
研

修
を

深
め

る
機

会
と

な
っ

た
。

・
や

ま
び

こ
留

学
制

度
の

広
報

を
漆

小
と

進
め

る
と

と
も

に
、

里
親

の
確

保
に

も
努

力
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
特

認
校

生
増

加
の

意
味

を
考

え
た

い
。

・
協

力
校

の
研

究
内

容
は

一
般

の
人

達
に

は
判

明
し

な
い

が
、

確
か

な
学

力
の

向
上

に
繋

が
る

も
の

と
思

わ
れ

る
。

成
果

に
つ

い
て

公
表

す
る

方
策

に
努

め
ら

れ
た

い
。

・
地

域
活

性
化

の
た

め
に

も
小

学
校

は
必

要
で

あ
り

、
休

校
と

さ
せ

な
い

た
め

に
も

特
認

校
制

度
は

地
域

の
活

性
化

に
大

き
な

力
と

な
っ

て
い

る
。

体
験

活
動

や
読

書
活

動
等

の
各

学
校

の
取

組
み

と
教

育
委

員
会

と
学

校
・
保

護
者

・
関

係
機

関
等

と
の

連
携

状
況

①
各

学
校

、
目

標
読

書
冊

数
を

掲
げ

、
児

童
生

徒
へ

の
具

体
的

な
読

書
指

導
が

行
わ

れ
た

。

②
昨

年
度

の
重

富
小

に
引

き
続

い
て

、
文

部
科

学
大

臣
賞

「
読

書
活

動
優

秀
実

践
校

」
を

山
田

小
が

受
賞

し
た

。

③
体

験
活

動
に

お
い

て
は

、
各

学
校

で
太

鼓
踊

り
や

棒
踊

り
な

ど
郷

土
芸

能
・
伝

統
文

化
の

体
験

活
動

や
米

作
り

、
野

菜
作

り
な

ど
の

農
業

体
験

活
動

、
ま

た
、

地
域

の
山

や
川

・
海

岸
等

で
の

自
然

体
験

活
動

も
学

校
の

実
態

に
応

じ
て

積
極

的
に

行
わ

れ
た

。

確
か

な
学

力
を

確
立

す
る

教
育

の
推

進

学 校 教 育 課

・
読

書
指

導
に

お
け

る
各

校
の

取
組

に
つ

い
て

、
活

動
内

容
や

方
法

等
の

情
報

を
お

互
い

共
有

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
・
体

験
活

動
に

お
い

て
は

、
今

回
、

国
立

公
園

に
指

定
さ

れ
た

姶
良

カ
ル

デ
ラ

や
重

富
海

岸
、

白
銀

坂
や

龍
門

司
坂

な
ど

自
分

た
ち

の
郷

土
の

よ
さ

に
気

付
き

、
誇

り
に

思
え

る
よ

う
な

活
動

を
積

極
的

に
展

開
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
各

学
校

に
お

い
て

取
組

み
に

差
が

み
ら

れ
る

。
・
読

書
指

導
、

読
書

活
動

等
各

学
校

と
も

力
を

注
い

で
い

る
。

・
学

校
の

実
態

に
応

じ
た

体
験

活
動

も
積

極
的

に
行

わ
れ

て
い

る
。

（
郷

土
芸

能
、

農
業

体
験

）
・
読

書
活

動
が

冊
数

の
み

の
評

価
と

な
ら

な
い

よ
う

、
ま

た
、

「
郷

土
愛

」
を

育
て

る
体

験
が

単
発

で
終

わ
ら

な
い

こ
と

を
希

望
す

る
。

・
読

書
活

動
が

全
て

の
学

校
で

活
発

で
あ

り
、

大
変

良
い

と
思

う
。

・
中

学
校

に
な

る
と

部
活

等
で

読
書

を
す

る
た

め
の

時
間

が
取

れ
な

く
な

る
が

、
冊

数
で

は
な

く
内

容
の

深
さ

で
、

一
年

間
に

数
冊

で
も

読
む

挑
戦

を
し

て
ほ

し
い

。
　

入
学

試
験

の
読

解
力

は
先

ず
も

っ
て

国
語

力
で

あ
る

。
・
独

自
に

実
施

す
る

の
も

良
い

が
、

他
の

社
会

教
育

団
体

等
の

実
施

す
る

事
業

と
い

っ
し

ょ
に

し
て

は
ど

う
か

。
同

じ
よ

う
な

行
事

が
多

す
ぎ

る
の

で
は

と
感

じ
る

。
・
体

験
に

よ
る

成
長

に
は

計
り

知
れ

な
い

も
の

が
あ

る
。

さ
ら

な
る

充
実

に
取

り
組

ま
れ

た
い

。
・
読

書
活

動
の

充
実

に
は

司
書

の
役

割
が

大
き

い
。

司
書

活
動

を
広

げ
る

工
夫

に
努

め
ら

れ
た

い
。

・
各

学
校

で
も

体
験

活
動

が
積

極
的

に
な

さ
れ

て
い

る
と

思
う

。

3

体
験

活
動

や
読

書
活

動
体

験
活

動
や

読
書

活
動

の
充

実
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

特
別

支
援

教
育

の
推

進
市

障
害

児
就

学
指

導
委

員
会

、
市

特
別

支
援

連
携

協
議

会
等

の
充

実
、

特
別

支
援

教
育

支
援

員
の

配
置

市
障

害
児

就
学

指
導

委
員

会
等

の
機

能
化

特
別

支
援

教
育

支
援

員
の

活
動

の
充

実

①
特

別
支

援
教

育
で

は
、

幼
児

、
児

童
生

徒
の

適
正

な
就

学
を

目
指

し
て

、
障

害
児

就
学

指
導

委
員

会
を

計
画

通
り

開
催

で
き

た
。

②
市

特
別

支
援

連
携

協
議

会
を

設
立

し
、

各
関

係
機

関
と

連
携

が
図

れ
た

。

③
特

別
支

援
教

育
支

援
員

を
2
1
名

配
置

し
、

特
別

に
支

援
の

必
要

の
あ

る
児

童
生

徒
の

介
助

や
学

習
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

4

･幼
児

、
児

童
生

徒
の

就
学

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
の

意
見

も
聞

き
な

が
ら

決
定

し
て

き
た

。
た

だ
し

、
特

別
支

援
学

校
の

入
学

に
つ

い
て

は
今

後
も

慎
重

に
行

う
必

要
が

あ
る

。
・
2
4
年

度
は

特
別

支
援

教
育

支
援

員
を

５
名

増
員

し
た

。
今

後
も

学
校

の
支

援
対

象
者

を
把

握
し

な
が

ら
配

置
の

適
正

化
を

図
り

た
い

。
・
市

特
別

支
援

連
携

協
議

会
で

各
関

係
機

関
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
で

き
た

。
今

後
そ

の
活

用
を

積
極

的
に

図
り

、
機

能
さ

せ
て

い
き

た
い

。
・
特

別
支

援
教

育
が

充
実

し
て

い
れ

ば
、

そ
れ

に
と

ど
ま

ら
ず

学
校

全
体

と
し

て
も

児
童

、
生

徒
に

良
い

影
響

を
及

ぼ
す

と
思

う
。

・
特

別
支

援
員

の
配

置
は

教
育

現
場

に
と

っ
て

計
り

知
れ

な
い

教
育

効
果

が
あ

る
。

支
援

内
容

の
充

実
や

支
援

員
の

増
員

に
努

め
ら

れ
た

い
。

幼
稚

園
に

お
け

る
教

育
の

充
実

及
び

郷
土

教
育

の
推

進
、

幼
稚

園
に

お
け

る
研

修
会

学
校

の
実

態
に

応
じ

た
郷

土
教

育
の

充
実

幼
稚

園
に

お
け

る
研

修
会

の
実

施

副
読

本
や

体
験

活
動

を
と

お
し

て
の

郷
土

教
育

の
充

実

①
幼

児
教

育
を

充
実

さ
せ

る
た

め
に

、
平

成
2
3
年

度
か

ら
園

長
研

修
会

を
実

施
し

た
。

（
年

6
回

）

②
郷

土
教

育
の

推
進

で
は

、
小

学
校

社
会

科
副

読
本

「
わ

た
し

た
ち

の
姶

良
市

」
を

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

　
ま

た
、

地
域

に
伝

わ
る

伝
統

文
化

の
伝

承
活

動
や

姶
良

市
の

身
近

な
自

然
を

活
用

し
た

体
験

的
学

習
も

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
4

・
３

歳
児

保
育

の
実

施
、

園
児

定
数

の
適

正
化

、
預

か
り

保
育

実
施

な
ど

、
国

の
動

向
に

応
じ

た
取

組
を

具
現

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・
姶

良
市

に
あ

る
歴

史
的

な
文

化
財

や
豊

か
な

自
然

の
素

材
を

積
極

的
に

教
材

化
し

、
郷

土
の

良
さ

を
実

感
さ

せ
る

教
育

活
動

を
よ

り
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
・
園

児
に

と
っ

て
、

人
間

と
し

て
と

て
も

大
切

な
時

期
で

あ
り

、
教

育
担

当
者

の
研

修
を

希
望

す
る

と
同

時
に

、
こ

の
職

種
は

重
労

働
に

分
類

さ
れ

る
た

め
、

心
身

の
健

康
管

理
が

大
切

で
あ

る
と

思
う

。

・
園

長
研

修
会

の
実

施
は

と
て

も
良

い
こ

と
で

あ
る

。
・
幼

児
期

は
一

番
活

発
な

成
長

時
期

で
も

あ
り

、
幼

児
教

育
の

充
実

・
発

展
へ

向
け

て
研

修
等

の
充

実
に

努
め

ら
れ

た
い

。
・
地

域
の

伝
統

文
化

の
伝

承
活

動
に

力
が

注
が

れ
て

い
る

。

外
国

語
活

動
等

を
中

心
に

し
た

国
際

理
解

教
育

の
推

進
外

国
語

を
通

じ
て

の
、

言
語

や
文

化
に

つ
い

て
の

体
験

的
理

解

国
際

化
社

会
に

お
い

て
自

ら
思

考
し

判
断

す
る

こ
と

の
で

き
る

国
際

感
覚

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
素

地
の

育
成

外
国

語
活

動
の

校
内

研
修

の
実

施
状

況
　 A

E
A

や
A

L
T
の

活
用

状
況

①
平

成
2
3
年

度
は

、
全

て
の

小
学

校
５

・
６

年
生

で
「
外

国
語

活
動

」
が

実
施

さ
れ

、
全

体
的

に
は

外
国

語
教

育
及

び
国

際
理

解
教

育
の

推
進

が
図

ら
れ

た
。

②
小

学
校

へ
の

外
国

語
活

動
協

力
員

、
中

学
校

へ
外

国
語

指
導

助
手

を
定

期
的

に
派

遣
し

、
外

国
語

を
と

お
し

て
の

言
葉

や
文

化
に

つ
い

て
の

体
験

活
動

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。

3

・
2
4
年

度
か

ら
新

規
に

立
ち

上
げ

た
「
外

国
語

教
育

推
進

事
業

」
の

取
り

組
み

を
と

お
し

て
、

小
学

校
及

び
中

学
校

に
お

け
る

外
国

語
教

育
、

国
際

理
解

教
育

の
推

進
を

働
き

か
け

、
本

市
全

体
の

外
国

語
教

育
の

活
性

化
を

促
し

て
い

き
た

い
。

・
小

学
校

か
ら

中
学

校
へ

の
ス

ム
ー

ズ
な

接
続

が
で

き
る

よ
う

、
小

・
中

学
校

教
員

が
互

い
に

情
報

交
換

で
き

る
場

を
設

定
し

て
い

く
。

・
小

中
教

員
の

合
同

研
修

、
情

報
交

換
の

機
会

が
必

要
。

・
小

中
の

（
英

語
）
教

員
の

情
報

交
換

も
さ

る
こ

と
な

が
ら

、
中

→
小

へ
の

英
語

の
授

業
は

で
き

な
い

も
の

か
。

小
学

校
で

英
語

塾
に

行
く
も

の
が

多
い

の
は

、
や

は
り

親
の

不
安

が
あ

る
の

だ
ろ

う
。

力
を

入
れ

る
べ

き
と

こ
ろ

で
あ

る
。

・
外

国
語

教
育

の
前

に
正

し
い

日
本

語
の

教
育

が
大

切
で

あ
り

、
国

語
教

育
に

も
一

層
力

を
入

れ
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
小

中
学

校
の

連
携

を
期

待
し

た
い

。
・
今

後
ま

す
ま

す
外

国
語

活
動

が
充

実
し

て
い

く
と

思
う

が
、

美
し

い
日

本
語

を
大

切
に

す
る

こ
と

と
同

様
に

、
美

し
い

外
国

語
の

発
音

を
し

っ
か

り
と

学
ぶ

活
動

も
楽

し
そ

う
だ

と
思

う
。

・
言

語
教

育
は

子
ど

も
の

体
験

を
重

ね
る

こ
と

が
大

事
で

あ
る

と
い

う
デ

ー
タ

も
あ

る
。

外
国

語
教

育
も

同
じ

よ
う

に
小

さ
い

時
の

経
験

が
大

事
と

思
わ

れ
る

。

確
か

な
学

力
を

確
立

す
る

教
育

の
推

進

学 校 教 育 課
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

学
校

評
価

の
実

施
・
学

校
経

営
の

充
実

・
地

域
の

特
色

を
生

か
し

た
教

育
課

程
の

推
進

学
校

の
自

己
評

価
・
学

校
経

営
方

針
管

理
職

研
修

会
の

充
実

学
校

の
自

己
評

価
実

施
校

数
・
管

理
職

研
修

回
数

・
学

校
評

議
員

回
数

①
全

小
・
中

学
校

で
学

校
評

価
が

実
施

さ
れ

学
校

関
係

者
評

価
委

員
会

も
計

画
的

に
開

か
れ

適
切

な
評

価
が

な
さ

れ
る

と
と

も
に

学
校

経
営

に
反

映
さ

れ
て

い
る

。
（
学

校
の

自
己

評
価

実
施

校
数

～
2
1
校

中
、

2
1

校
、

学
校

評
議

員
回

数
（
2
1
校

、
各

学
校

2
～

3
回

、
合

計
5
3
回

）
）

②
月

1
回

以
上

の
管

理
職

研
修

会
を

実
施

し
、

時
期

に
応

じ
た

課
題

解
決

へ
の

取
組

を
充

実
さ

せ
、

学
校

経
営

の
改

善
に

活
か

し
て

い
る

。
（
管

理
職

研
修

回
数

～
合

計
2
0
回

：
校

長
研

修
会

9
回

、
教

頭
研

修
会

1
1

回
）

4

・
学

校
評

価
に

お
け

る
学

校
関

係
者

評
価

の
精

度
を

高
め

る
た

め
に

、
幅

広
い

人
材

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

学
校

関
係

者
評

価
員

の
評

価
の

仕
方

や
授

業
の

見
方

等
の

研
修

を
開

く
必

要
が

あ
る

。
・
学

校
評

議
員

や
学

校
関

係
者

評
価

委
員

の
意

見
・
要

望
等

を
活

か
し

な
が

ら
、

学
校

経
営

目
標

に
活

か
す

よ
う

に
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・
管

理
職

の
資

質
向

上
を

図
る

た
め

に
管

理
職

研
修

会
の

研
究

協
議

等
の

内
容

を
工

夫
し

、
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

・
外

部
評

価
で

気
づ

く
点

も
か

な
り

あ
る

と
思

う
。

学
期

１
回

は
必

要
で

あ
ろ

う
。

・
全

体
的

に
教

職
員

と
地

域
と

の
関

わ
り

が
薄

れ
て

き
て

い
る

気
が

す
る

。
（
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

や
地

域
の

行
事

等
）

・
学

校
の

評
価

は
子

ど
も

の
評

価
や

保
護

者
の

評
価

、
地

域
の

評
価

な
ど

、
総

合
的

な
も

の
で

あ
っ

て
、

目
の

前
の

成
果

に
と

ら
わ

れ
ず

、
長

期
的

な
ビ

ジ
ョ

ン
を

常
に

確
認

し
な

が
ら

進
め

る
べ

き
も

の
と

考
え

る
。

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

の
反

映
に

活
か

さ
れ

た
い

。

教
職

員
の

資
質

の
向

上
教

員
評

価
シ

ス
テ

ム
の

活
用

校
内

研
修

の
充

実
教

員
評

価
シ

ス
テ

ム
の

個
人

面
談

の
活

用

研
究

授
業

を
と

お
し

た
校

内
研

修
の

充
実

①
校

長
と

の
個

人
面

談
に

お
け

る
「
当

初
自

己
申

告
」

「
中

間
申

告
」
等

が
機

能
し

、
学

校
経

営
と

学
級

経
営

、
教

科
経

営
が

連
動

す
る

よ
う

に
な

り
、

学
校

経
営

が
よ

り
具

体
的

に
実

践
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

②
研

究
授

業
を

と
も

な
っ

た
校

内
研

修
が

増
え

、
指

導
主

事
等

の
講

師
招

聘
の

回
数

が
増

え
た

。

4

・
校

長
の

学
校

経
営

の
具

現
化

の
た

め
に

、
自

己
申

告
の

面
談

だ
け

で
な

く
、

日
頃

の
授

業
参

観
等

を
と

お
し

て
授

業
改

善
に

つ
い

て
の

指
導

助
言

を
積

極
的

に
行

う
よ

う
に

す
る

。
・
研

究
授

業
の

時
だ

け
の

指
導

主
事

等
の

活
用

で
は

な
く
、

指
導

案
検

討
や

研
究

授
業

後
の

見
届

け
等

も
積

極
的

に
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
・
校

長
の

学
校

経
営

の
指

導
助

言
を

積
極

的
に

行
う

よ
う

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
教

職
員

の
不

祥
事

報
道

に
よ

り
、

現
在

教
育

界
へ

厳
し

い
視

線
が

寄
せ

ら
れ

て
い

る
。

・
未

来
を

担
う

人
材

を
育

ん
で

い
る

と
い

う
誇

り
と

気
概

を
持

っ
て

教
育

に
当

た
る

教
育

者
の

育
成

こ
そ

が
教

職
員

の
資

質
向

上
に

繋
が

る
と

考
え

る
。

評
価

シ
ス

テ
ム

の
有

機
的

活
用

に
努

め
ら

れ
た

い
。

・
学

校
経

営
と

学
級

経
営

、
教

科
経

営
が

連
動

す
る

よ
う

に
な

り
、

学
校

経
営

が
具

体
的

に
実

践
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
と

て
も

す
ば

ら
し

い
。

学 校 教 育 課

信
頼

さ
れ

る
学

校
づ

く
り

の
推

進
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

①
委

員
数

1
5
名

で
年

２
回

開
催

の
他

、
県

・
地

区
研

修
会

に
参

加
し

た
。

研
究

協
議

テ
ー

マ
：
家

庭
教

育
に

つ
い

て
～

子
育

て
支

援
や

児
童

虐
待

防
止

～
②

社
会

教
育

関
係

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
と

相
互

連
携

強
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
、

社
会

教
育

事
業

調
整

会
議

(年
5
回

)と
社

会
教

育
指

導
員

等
研

修
会

(年
3
回

)を
実

施
し

た
。

③
県

・
地

区
に

お
け

る
生

涯
学

習
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

に
約

6
0
名

が
参

加
し

て
、

指
導

者
と

し
て

の
資

質
向

上
を

図
っ

た
。

（
少

年
団

体
成

人
指

導
者

、
ジ

ュ
ニ

ア
リ

ー
ダ

ー
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
指

導
者

、
女

性
教

育
指

導
者

、
高

齢
者

教
育

指
導

者
）

④
市

子
ど

も
会

育
成

連
絡

協
議

会
、

市
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
絡

協
議

会
、

市
校

外
生

活
指

導
連

絡
会

、
市

女
性

団
体

連
絡

会
、

市
青

年
団

、
市

生
活

学
校

連
絡

会
、

市
お

や
じ

の
会

等
、

社
会

教
育

関
係

団
体

の
育

成
支

援
を

図
っ

た
。

⑤
市

民
に

対
し

て
生

涯
学

習
情

報
を

提
供

す
る

シ
ス

テ
ム

が
構

築
さ

れ
て

い
な

い
状

況
に

あ
る

。

3

①
基

盤
づ

く
り

に
向

け
た

関
係

課
と

の
協

力
体

制
の

強
化

②
社

会
教

育
関

係
職

員
・

指
導

員
の

資
質

向
上

③
各

種
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

④
社

会
教

育
関

係
機

関
・

団
体

と
の

連
携

強
化

⑤
広

報
活

動
の

充
実

①
社

会
教

育
委

員
の

会
の

開
催

②
職

員
・
指

導
員

の
研

修
会

へ
の

参
加

③
各

種
団

体
リ

ー
ダ

ー
・

指
導

者
研

修
会

の
開

催
④

市
子

連
、

市
Ｐ

連
、

市
校

外
生

指
連

、
市

女
団

連
、

市
青

年
団

、
そ

の
他

団
体

と
の

連
携

⑤
生

涯
学

習
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

と
情

報
提

供

①
社

会
教

育
委

員
の

会
の

開
催

実
績

②
課

内
事

務
事

業
調

整
会

議
の

実
施

状
況

③
各

種
リ

ー
ダ

ー
・
指

導
者

研
修

会
の

開
催

状
況

④
社

会
教

育
関

係
団

体
の

活
動

状
況

⑤
生

涯
学

習
情

報
の

活
用

状
況

・
研

究
協

議
テ

ー
マ

を
掲

げ
た

う
え

で
、

委
員

相
互

の
活

発
な

意
見

を
集

約
し

て
、

次
年

度
末

に
は

社
会

教
育

委
員

の
ま

と
め

と
し

て
報

告
書

を
取

り
ま

と
め

い
て

い
き

た
い

。
・
職

員
の

意
識

向
上

と
相

互
連

携
で

社
会

教
育

業
務

の
推

進
を

図
っ

て
い

き
た

い
。

・
生

涯
学

習
リ

ー
ダ

ー
を

養
成

し
た

後
、

有
効

的
な

人
材

活
用

が
図

ら
れ

る
場

を
設

定
す

る
必

要
が

あ
る

。
・
社

会
教

育
関

係
団

体
の

自
主

的
運

営
を

推
進

す
る

た
め

の
行

政
支

援
体

制
を

整
え

た
い

。
・
現

状
で

は
、

か
ご

し
ま

県
民

交
流

セ
ン

タ
ー

が
設

置
し

て
い

る
生

涯
学

習
情

報
シ

ス
テ

ム
の

有
効

活
用

を
図

っ
て

い
き

た
い

。
・
広

範
囲

に
及

ぶ
各

種
団

体
へ

の
育

成
支

援
は

、
「
地

域
力

」
の

要
で

あ
る

。
女

性
団

体
離

れ
も

少
々

耳
に

す
る

が
、

各
種

団
体

と
の

よ
り

一
層

の
連

携
強

化
と

推
進

体
制

の
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

・
市

内
各

社
会

教
育

団
体

個
々

の
活

動
は

充
実

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
が

、
実

際
の

連
携

と
い

う
意

味
で

は
疑

問
で

あ
る

。
（
例

）
子

供
た

ち
を

中
心

と
し

た
連

携
で

は
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
側

は
子

供
会

育
成

連
絡

協
議

会
の

活
動

に
つ

い
て

は
、

把
握

し
て

い
な

い
。

・
社

会
教

育
関

係
団

体
そ

れ
ぞ

れ
の

代
表

者
が

積
極

的
に

発
言

し
合

え
る

雰
囲

気
が

あ
り

、
研

究
協

議
の

テ
ー

マ
を

各
視

点
か

ら
捕

ら
え

る
こ

と
で

、
有

効
な

解
決

策
が

見
出

せ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
・
姶

良
・
伊

佐
地

域
の

評
議

会
で

も
社

会
教

育
委

員
と

し
て

、
ま

た
事

務
局

か
ら

も
熱

心
な

意
見

を
聞

く
こ

と
が

で
き

、
地

域
と

し
て

も
ま

と
ま

り
が

あ
る

と
思

う
。

・
テ

ー
マ

と
す

る
家

庭
教

育
の

在
り

方
を

探
求

し
合

い
、

人
と

し
て

の
や

さ
し

さ
・
た

く
ま

し
さ

が
育

つ
家

庭
環

境
づ

く
り

の
充

実
を

支
援

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

だ
と

思
う

。
・
社

会
教

育
に

は
広

範
囲

に
及

ぶ
だ

け
に

各
種

団
体

の
支

援
が

必
要

に
な

る
。

そ
の

育
成

に
は

行
政

支
援

が
欠

か
せ

な
い

。
行

政
支

援
の

在
り

方
に

つ
い

て
は

引
き

続
き

さ
ら

な
る

工
夫

に
努

め
ら

れ
た

い
。

社 会 教 育 課

社
会

教
育

の
基

盤
づ

く
り
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

青
少

年
教

育
の

充
実

4

①
 

姶
良

未
来

特
使

団
事

業
：
日

本
一

に
挑

戦
！

め
ざ

せ
富

士
山

頂
・
3
7
7
6
ｍ

に
臨

む
、

7
/
2
4

～
2
8
(5

泊
6
日

)、
静

岡
～

愛
知

～
大

阪
、

中
・
高

校
生

及
び

一
般

リ
ー

ダ
ー

2
3
名

参
加

、
青

少
年

国
内

外
派

遣
体

験
活

動
 

Ａ
ＩＲ

Ａ
ふ

る
さ

と
学

寮
：
集

団
長

期
宿

泊
学

習
、

6
/
2
6
～

7
/
2
(6

泊
7
日

)、
小

・
中

学
生

3
9
名

参
加

、
学

寮
・
野

外
活

動
・
バ

ス
通

学
体

験
 

Ａ
ＩＲ

Ａ
ふ

る
さ

と
チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー

：
異

年
齢

集
団

体
験

型
学

習
、

6
/
4
～

2
/
2
5
(8

回
実

施
)、

小
学

生
1
3
名

参
加

、
キ

ャ
ン

プ
・
創

作
活

動
・
歴

史
学

習
・
施

設
見

学
活

動
 

ム
ー

ミ
ン

講
座

：
学

校
外

共
同

学
習

、
5
/
2
8
～

1
2
/
1
7
(1

6
回

実
施

)、
小

学
生

と
保

護
者

6
3
3
名

参
加

、
退

職
校

長
会

指
導

に
よ

る
体

験
活

動
学

習  
成

人
式

：
1
/
8
、

新
成

人
1
,0

4
3
名

の
う

ち
7
0
0
名

参
加

、
一

部
「
二

十
歳

の
式

典
」
二

部
「
新

成
人

の
つ

ど
い

」
、

実
行

委
員

会
企

画
・
運

営

②
1
4
9
団

体
/
会

員
4
,1

5
1
人

、
加

入
率

6
2
.3

％
、

ス
ポ

ー
ツ

大
会

(8
月

)や
ス

ケ
ー

ト
教

室
(2

月
)な

ど
の

自
主

事
業

に
多

く
の

参
加

が
得

ら
れ

た
。

③
 

学
校

支
援

事
業

で
は

、
平

成
2
4
年

度
か

ら
全

小
中

学
校

で
事

業
展

開
で

き
る

よ
う

事
前

準
備

に
費

や
し

た
。

 
青

少
年

育
成

市
民

会
議

を
設

立
(7

/
7
)し

、
青

少
年

育
成

部
会

・
家

庭
・
環

境
３

部
会

に
よ

っ
て

、
あ

い
さ

つ
運

動
な

ど
の

青
少

年
育

成
事

業
が

実
施

さ
れ

た
。

・
青

少
年

健
全

育
成

事
業

へ
の

継
続

性
を

も
っ

た
参

加
を

す
す

め
た

こ
と

で
、

真
の

リ
ー

ダ
ー

育
成

に
着

手
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
成

人
式

に
あ

っ
て

は
、

実
行

委
員

会
形

式
を

充
実

さ
せ

、
心

に
残

る
イ

ベ
ン

ト
を

企
画

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
子

ど
も

会
加

入
の

促
進

を
図

り
な

が
ら

、
地

域
に

根
ざ

し
た

子
ど

も
会

活
動

が
展

開
で

き
る

よ
う

努
め

た
い

。
・
中

学
校

区
ご

と
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し

、
将

来
的

に
学

校
支

援
事

業
を

市
内

全
域

に
定

着
さ

せ
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

・
中

高
生

の
社

会
活

動
が

希
薄

と
感

じ
る

。
御

膳
立

て
が

必
要

で
あ

る
。

・
「
あ

い
ら

未
来

特
使

団
」
の

ネ
ー

ミ
ン

グ
が

よ
い

。
　

将
来

の
日

本
を

背
負

う
青

少
年

た
ち

が
様

々
な

経
験

を
通

し
て

リ
ー

ダ
ー

に
成

長
し

て
い

っ
て

く
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
・
成

人
式

の
実

行
委

員
は

毎
年

本
当

に
よ

く
頑

張
っ

て
い

る
。

式
に

参
加

す
る

同
級

生
達

の
モ

ラ
ル

の
向

上
を

願
っ

て
い

る
。

・
青

少
年

健
全

育
成

に
積

極
的

な
取

り
組

み
が

な
さ

れ
、

諸
事

業
に

参
加

の
機

会
を

得
た

子
供

た
ち

は
、

未
来

の
健

全
な

社
会

作
り

に
大

き
く
貢

献
し

て
く
れ

る
も

の
と

思
う

。
・
今

後
も

諸
事

業
の

情
報

を
学

校
・
広

報
等

を
通

し
て

余
す

と
こ

ろ
な

く
周

知
し

、
既

参
加

者
の

体
験

談
等

を
通

し
て

、
参

加
者

の
拡

大
を

図
っ

て
ほ

し
い

。
・
青

少
年

育
成

事
業

に
は

多
様

な
面

で
事

業
展

開
が

な
さ

れ
て

お
り

、
非

常
に

あ
り

が
た

い
。

今
後

も
多

く
の

視
点

で
活

動
の

精
選

や
新

た
な

企
画

を
推

進
さ

れ
た

い
。

・
地

域
の

子
供

会
が

十
分

機
能

し
て

い
な

い
様

で
あ

る
。

社 会 教 育 課

①
各

種
青

少
年

育
成

事
業

の
実

施
状

況
②

単
位

子
ど

も
会

に
お

け
る

活
動

状
況

、
育

成
者

研
修

会
の

開
催

状
況

③
青

少
年

団
体

の
活

動
状

況
、

学
校

支
援

事
業

の
実

施
状

況
、

青
少

年
育

成
市

民
会

議
運

営
状

況

①
あ

い
ら

未
来

特
使

団
事

業
、

Ａ
ＩＲ

Ａ
ふ

る
さ

と
学

寮
、

Ａ
ＩＲ

Ａ
ふ

る
さ

と
チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー

、
ム

ー
ミ

ン
講

座
、

成
人

式
の

実
施

②
単

位
子

ど
も

会
活

動
の

充
実

支
援

、
子

ど
も

会
育

成
・
指

導
者

研
修

会
の

開
催 ③

地
域

青
少

年
育

成
団

体
・
学

校
支

援
事

業
の

支
援

、
青

少
年

育
成

市
民

会
議

の
運

営

①
生

き
る

力
を

持
っ

た
青

少
年

の
育

成
②

子
ど

も
会

活
動

の
充

実
③

関
係

団
体

の
運

営
及

び
充

実
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

社 　 　 　 会 　 　 　 教 　 　 　 育 　 　 　 課

①
家

庭
教

育
学

級
の

実
施

状
況

②
女

性
学

級
「
あ

や
め

学
級

」
の

開
設

状
況

③
高

齢
者

学
級

「
ゆ

ず
り

葉
学

級
」
の

開
設

状
況 ④

人
権

教
育

学
習

機
会

の
実

績

①
家

庭
教

育
学

級
の

推
進

と
支

援
②

女
性

学
級

の
開

設
③

高
齢

者
学

級
の

開
設

④
人

権
教

育
学

習
機

会
の

確
保

①
家

庭
教

育
の

充
実

②
女

性
教

育
の

充
実

③
高

齢
者

教
育

の
充

実
④

社
会

教
育

に
お

け
る

人
権

教
育

の
推

進

・
学

級
主

事
の

意
識

高
揚

を
も

っ
て

、
統

一
化

さ
れ

た
中

に
も

独
自

性
の

あ
る

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

も
つ

家
庭

教
育

学
級

を
展

開
し

て
い

き
た

い
。

・
市

内
全

域
に

女
性

学
級

を
拡

充
し

、
女

性
団

体
の

育
成

支
援

と
併

せ
て

女
性

の
社

会
参

加
を

促
進

し
て

い
き

た
い

。
・
市

内
全

域
に

高
齢

者
学

級
を

拡
充

し
、

高
齢

者
の

生
き

が
い

づ
く
り

・
仲

間
づ

く
り

を
促

進
し

て
い

き
た

い
。

・
成

人
学

級
の

場
だ

け
で

な
く
、

青
少

年
教

育
の

場
に

お
い

て
も

人
権

教
育

に
関

す
る

学
習

の
場

を
設

定
し

た
い

。
・
家

庭
教

育
学

級
は

異
学

年
保

護
者

の
交

流
の

場
で

あ
り

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

を
支

え
て

も
ら

っ
て

い
る

保
護

者
で

あ
る

。
魅

力
あ

る
活

動
内

容
で

参
加

者
の

増
員

を
図

っ
て

ほ
し

い
。

・
学

校
の

家
庭

教
育

学
級

は
、

せ
め

て
低

学
年

は
全

戸
入

る
よ

う
な

体
制

も
ほ

し
い

。
学

級
生

募
集

の
為

、
内

容
的

に
も

カ
ル

チ
ャ

ー
ク

ラ
ブ

化
し

な
い

様
、

検
討

、
指

導
す

る
必

要
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
・
「
女

性
学

級
、

高
齢

者
学

級
、

内
容

的
に

充
実

し
て

楽
し

い
」
と

聞
く
。

よ
り

一
層

の
充

実
を

望
む

。

・
姶

良
市

は
「
生

涯
学

習
」
の

推
進

に
大

変
積

極
的

に
活

動
し

て
い

る
と

思
う

。
　

高
齢

に
な

っ
て

も
学

習
を

続
け

る
こ

と
の

意
義

を
市

民
が

強
く
持

っ
て

い
る

と
感

じ
る

。
・
家

庭
教

育
学

級
の

年
間

計
画

を
立

て
る

際
に

Ｏ
Ｂ

が
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
と

し
て

参
加

し
、

計
画

作
り

の
手

伝
い

な
ど

に
協

力
し

た
ら

ど
う

か
。

親
同

士
親

し
く
学

び
合

い
、

子
育

て
談

義
が

で
き

る
よ

い
機

会
と

思
う

の
で

、
担

当
教

師
の

援
助

も
大

い
に

期
待

す
る

。
・
女

性
学

級
・
高

齢
者

学
級

と
も

に
支

援
し

て
市

全
体

の
活

性
化

に
繋

げ
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
新

し
い

参
加

者
が

増
え

て
い

く
よ

う
に

魅
力

あ
る

内
容

を
引

き
続

き
検

討
し

て
ほ

し
い

。
（
参

加
者

の
体

験
感

想
等

を
伺

っ
て

み
た

い
。

）
・
地

域
の

活
性

化
は

人
的

交
流

や
流

動
の

活
発

化
に

左
右

さ
れ

る
。

保
護

者
の

立
場

で
の

活
動

を
契

機
と

し
て

地
域

で
の

生
涯

学
習

活
動

に
繋

が
る

取
り

組
み

を
さ

ら
に

推
進

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

4

①
市

立
幼

稚
園

(5
)・

小
学

校
(1

6
)・

中
学

校
(5

)全
て

に
お

い
て

、
委

託
業

務
に

よ
る

家
庭

教
育

学
級

を
開

設
し

た
。

年
間

委
託

料
7
5
,0

0
0
円

を
一

律
支

出
し

て
い

る
が

、
運

営
方

法
に

相
違

が
み

ら
れ

学
校

間
の

実
績

に
格

差
が

生
じ

て
い

る
。

②
女

性
学

級
「
あ

や
め

学
級

」
を

３
学

級
開

設
し

た
。

 
加

治
木

あ
や

め
学

級
：
5
～

2
月

(8
回

実
施

)、
学

級
生

3
2
名

、
環

境
・
健

康
講

座
、

史
跡

め
ぐ

り
、

学
校

参
観

等
 

姶
良

あ
や

め
学

級
：
5
～

2
月

(8
回

実
施

)、
学

級
生

1
2
名

、
環

境
・
健

康
講

座
、

史
跡

め
ぐ

り
、

学
校

参
観

等
 

蒲
生

あ
や

め
学

級
：
5
～

2
月

(8
回

実
施

)、
学

級
生

5
1
名

、
環

境
・
健

康
講

座
、

史
跡

め
ぐ

り
、

学
校

参
観

等

③
高

齢
者

学
級

「
ゆ

ず
り

葉
学

級
」
を

６
学

級
開

設
し

た
。

 
加

治
木

ゆ
ず

り
葉

学
級

：
5
～

2
月

(8
回

実
施

)、
学

級
生

2
4
名

、
健

康
講

座
、

趣
味

と
教

養
、

史
跡

め
ぐ

り
、

学
校

参
観

等
 

中
央

ゆ
ず

り
葉

学
級

：
5
～

2
月

(8
回

実
施

)、
学

級
生

1
7
名

、
健

康
講

座
、

趣
味

と
教

養
、

史
跡

め
ぐ

り
、

学
校

参
観

等
 

帖
佐

ゆ
ず

り
葉

学
級

：
5
～

2
月

(8
回

実
施

)、
学

級
生

1
1
名

、
健

康
講

座
、

趣
味

と
教

養
、

史
跡

め
ぐ

り
、

学
校

参
観

等
 

重
富

ゆ
ず

り
葉

学
級

：
5
～

2
月

(8
回

実
施

)、
学

級
生

1
9
名

、
健

康
講

座
、

趣
味

と
教

養
、

史
跡

め
ぐ

り
、

学
校

参
観

等
 

山
田

ゆ
ず

り
葉

学
級

：
5
～

2
月

(8
回

実
施

)、
学

級
生

1
5
名

、
健

康
講

座
、

趣
味

と
教

養
、

史
跡

め
ぐ

り
、

学
校

参
観

等
 

蒲
生

ゆ
ず

り
葉

学
級

：
5
～

2
月

(8
回

実
施

)、
学

級
生

2
3
名

、
健

康
講

座
、

趣
味

と
教

養
、

史
跡

め
ぐ

り
、

学
校

参
観

等

④
小

・
中

学
校

の
家

庭
教

育
学

級
に

お
い

て
、

人
権

教
育

に
関

す
る

講
話

や
映

画
フ

ォ
ー

ラ
ム

な
ど

の
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
取

り
入

れ
た

。

家
庭

教
育

･成
人

教
育

の
充

実
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

芸
術

文
化

活
動

の
振

興
①

芸
術

鑑
賞

の
機

会
提

供
と

文
化

意
識

の
高

揚
②

関
係

機
関

・
団

体
と

の
連

携
強

化

①
青

少
年

劇
場

、
青

少
年

芸
術

鑑
賞

事
業

、
姶

良
1
0

号
美

術
展

の
実

施
、

市
立

少
年

少
女

合
唱

団
の

育
成

②
市

文
化

協
会

の
活

動
支

援
と

市
文

化
芸

術
祭

の
開

催

①
青

少
年

劇
場

、
青

少
年

芸
術

鑑
賞

事
業

、
姶

良
1
0
号

美
術

展
の

実
施

状
況

、
市

立
少

年
少

女
合

唱
団

の
活

動
状

況
②

市
文

化
協

会
の

活
動

状
況

、
市

文
化

芸
術

祭
の

開
催

状
況

①
 

市
町

村
に

よ
る

青
少

年
劇

場
[小

学
生

対
象

]：
(ア

)柁
城

小
学

校
＝

1
0
/
2
4
、

人
形

劇
団

京
芸

、
創

作
人

形
劇

「
ウ

ォ
ー

ト
ン

と
カ

ラ
ス

の
コ

ン
テ

ス
ト

」
鑑

賞
、

(イ
)建

昌
小

学
校

＝
1
1
/
2
2
、

劇
団

コ
ー

ロ
、

創
作

劇
「
３

匹
の

こ
ぶ

た
」
鑑

賞
 

青
少

年
芸

術
鑑

賞
事

業
[中

学
生

対
象

]：
(ア

)
帖

佐
中

学
校

＝
6
/
9
、

鹿
児

島
交

響
楽

団
、

器
楽

「
楽

し
い

音
楽

の
旅

」
鑑

賞
、

(イ
)蒲

生
・
山

田
中

学
校

＝
6
/
1
0
、

ピ
ア

ニ
ス

ト
瀬

戸
孝

介
、

ピ
ア

ノ
リ

サ
イ

タ
ル

鑑
賞

 
第

1
0
回

姶
良

1
0
号

美
術

展
：
1
/
1
3
～

2
9
、

2
6
1

人
/
3
7
7
点

出
品

、
特

選
入

賞
3
0
点

 
市

立
少

年
少

女
合

唱
団

：
小

・
中

学
生

2
5
名

団
員

、
毎

週
土

曜
日

合
同

練
習

、
県

少
年

少
女

合
唱

祭
出

演
・
市

内
文

化
祭

出
演

・
定

期
演

奏
会

開
催 ②

市
文

化
協

会
３

支
部

で
は

、
文

化
祭

を
は

じ
め

と
す

る
芸

術
文

化
活

動
を

展
開

し
て

い
る

。
●

加
治

木
支

部
(5

4
団

体
)・

文
化

祭
(1

0
/
2
9
～

3
0
)　

●
姶

良
支

部
(6

2
団

体
)・

文
化

祭
(1

1
/
5
～

6
)

●
蒲

生
支

部
(3

8
団

体
)・

文
化

祭
(1

1
/
2
～

3
)

　
ま

た
、

市
教

委
で

は
合

併
後

初
と

な
る

「
市

文
化

芸
術

祭
(作

品
展

示
・
舞

台
発

表
)」

を
1
2
月

3
～

4
日

に
開

催
し

た
。

4

・
小

・
中

学
生

対
象

に
あ

っ
て

は
、

今
後

も
芸

術
文

化
の

鑑
賞

機
会

を
年

１
回

程
度

は
提

供
し

て
い

き
た

い
。

さ
ら

に
は

、
一

般
成

人
を

対
象

に
し

た
中

央
の

優
れ

た
芸

術
を

鑑
賞

す
る

機
会

を
設

け
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

市
立

少
年

少
女

合
唱

団
に

あ
っ

て
は

、
団

員
の

確
保

と
発

表
機

会
の

拡
充

に
つ

い
て

方
策

を
講

じ
て

い
き

た
い

。
・
市

文
化

芸
術

祭
と

３
支

部
文

化
祭

、
年

４
回

の
発

表
機

会
と

な
る

が
、

今
後

は
各

々
の

単
独

開
催

で
な

く
、

連
立

し
た

芸
術

性
の

高
い

総
合

文
化

祭
な

る
も

の
を

目
指

し
て

い
き

た
い

。

・
小

中
学

生
に

本
物

の
芸

術
を

鑑
賞

す
る

機
会

を
作

っ
て

も
ら

え
て

有
り

難
い

。
・
優

れ
た

芸
術

文
化

の
鑑

賞
で

、
五

感
が

よ
い

影
響

や
刺

激
を

受
け

て
子

供
た

ち
の

個
性

が
磨

か
れ

て
い

く
と

思
う

の
で

、
機

会
を

大
い

に
作

っ
て

も
ら

い
、

芸
術

家
の

卵
が

た
く
さ

ん
誕

生
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
・
姶

良
１

０
号

美
術

展
で

子
供

の
部

を
設

け
る

こ
と

を
提

案
す

る
。

・
文

化
協

会
員

の
高

齢
化

が
進

む
中

、
文

化
・
芸

術
を

次
世

代
に

継
承

し
て

い
く

こ
と

が
急

務
と

考
え

る
が

、
文

化
協

会
も

従
来

の
活

動
以

外
に

活
性

化
の

策
を

講
じ

る
必

要
性

を
感

じ
て

い
る

。
魅

力
あ

る
協

会
と

し
て

各
団

体
が

自
己

研
鑽

を
積

み
つ

つ
、

支
部

間
の

連
携

を
深

め
、

互
い

の
文

化
活

動
を

理
解

し
て

い
く
こ

と
で

新
し

い
活

動
を

模
索

し
た

い
。

今
後

も
引

き
続

き
支

援
し

て
も

ら
い

、
３

年
後

の
国

民
文

化
祭

に
向

け
て

、
姶

良
市

な
ら

で
は

の
高

い
文

化
力

を
広

い
視

野
に

立
っ

て
発

信
で

き
る

よ
う

、
今

後
の

企
画

・
運

営
に

期
待

す
る

。
・
優

れ
た

芸
術

の
鑑

賞
会

や
成

果
発

表
会

等
を

企
画

さ
れ

る
と

同
時

に
日

頃
か

ら
芸

術
に

親
し

む
環

境
づ

く
り

も
大

事
で

あ
る

。
地

域
の

心
豊

か
な

人
間

形
成

を
目

指
し

て
、

さ
ら

な
る

企
画

を
推

進
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
市

文
化

協
会

3
支

部
の

文
化

活
動

が
積

極
的

に
展

開
さ

れ
て

い
る

。

生
涯

学
習

の
推

進
①

生
涯

学
習
推
進

体
制

の
整
備

①
生
涯

学
習

推
進

会
議

・
生

涯
学

習
推

進
大

会
の
開

催

①
生

涯
学
習

推
進
大

会
の

開
催

実
績

①
生

涯
学

習
推

進
会

議
企

画
委

員
会

(
1
/
1
9
)

の
開

催
と

生
涯

学
習

推
進

会
議

(
2
/
2
)
の

設
立

を
経

て
、

3
月

1
1
日

に
合

併
後

初
と

な
る

「
市

生
涯

学
習

推
進

大
会

」
を

開
催

し
た

。
ブ

ラ
イ

ア
ン

・
バ

ー
ク

ガ
フ

ニ
氏
(
長

崎
総

合
大

学
教

授
)
に

よ
る

基
調

講
演

、
生

涯
学

習
成

果
発

表
、

青
少

年
地

域
活

動
発

表
な

ど
を

企
画

し
、

約
3
5
0
人

の
市

民
が

参
加

し
た

。
3

･
年

間
に

お
け

る
生

涯
学

習
活

動
の

集
大

成
と

な
る

市
生

涯
学

習
推

進
大

会
、
今

後
は

社
会

教
育

課
だ

け
で

な
く
、

関
係

部
署

す
べ

て
を

前
面

に
引

き
出
せ

る
よ

う
な

企
画

を
講

じ
て

い
き
た

い
。

・
未
来

を
見

据
え

た
事

業
展

開
が

な
さ
れ

て
い

て
喜

ば
し

い
。

生
涯

学
習

は
全
て

の
人

に
平

等
に

与
え

ら
れ

る
も
の

で
、

情
報

が
し

っ
か

り
全

体
に

行
き
渡

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
可

能
な
限

り
広

報
を

繰
り

返
し

、
特

に
講

演
会
等

は
多

く
の

市
民

に
足

を
運

ん
で
も

ら
い

た
い

。
ま

た
、

関
係

部
署

が
連
携

し
て

、
姶

良
市

の
ユ

ニ
ー

ク
な
生

涯
学

習
プ

ラ
ン

を
立

て
て

ほ
し

い
。

・
生
涯

学
習

の
目

的
や

対
象

者
の

年
齢
な

ど
必

要
と

さ
れ

る
ビ

ジ
ョ

ン
を

明
確
に

し
、

家
庭

教
育

や
高

齢
者

教
育
と

の
係

り
も

深
め

て
推

進
さ

れ
た

い
。

・
市
民

の
生

涯
学

習
へ

の
参

加
が

少
な
い

よ
う

で
あ

る
。
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

社
会

教
育

施
設

の
充

実
と

利
用

促
進

①
北

山
野

外
研

修
セ

ン
タ

ー
②

ス
タ

ー
ラ

ン
ド

Ａ
ＩＲ

Ａ
③

椋
鳩

十
文

学
記

念
館

④
蒲

生
ふ

る
さ

と
交

流
館

①
主

催
事

業
の

充
実

と
施

設
の

活
用

促
進

②
天

文
台

関
連

事
業

の
充

実
と

施
設

の
活

用
促

進
③

椋
鳩

十
関

連
文

学
資

料
の

収
集

と
活

用
、

主
催

事
業

の
充

実
・
開

催
④

指
定

管
理

の
導

入
に

よ
る

管
理

運
営

充
実

と
利

用
促

進

①
北

山
野

外
研

修
セ

ン
タ

ー
の

運
営

状
況

②
ス

タ
ー

ラ
ン

ド
Ａ

ＩＲ
Ａ

の
運

営
状

況
③

椋
鳩

十
文

学
記

念
館

の
運

営
状

況
④

蒲
生

ふ
る

さ
と

交
流

館
の

運
営

状
況

①
北

山
野

外
研

修
セ

ン
タ

ー
：
学

校
活

動
、

地
域

子
ど

も
会

、
フ

ァ
ミ

リ
ー

な
ど

年
間

約
3
,0

0
0
人

の
利

用
が

あ
っ

た
。

②
ス

タ
ー

ラ
ン

ド
Ａ

ＩＲ
Ａ

：
年

間
入

館
者

数
約

5
,2

0
0
人

。
観

望
会

、
工

作
教

室
な

ど
1
3
回

の
主

管
事

業
で

利
用

者
増

を
図

っ
た

。
ま

た
、

移
動

観
望

会
で

は
実

施
箇

所
が

市
内

全
域

に
拡

大
し

、
出

前
件

数
も

増
加

し
た

。
③

椋
鳩

十
文

学
記

念
館

：
年

間
入

館
者

数
約

3
,0

0
0
人

、
主

管
事

業
と

し
て

全
国

読
書

感
想

文
コ

ン
ク

ー
ル

、
マ

ヤ
フ

ェ
ス

タ
、

椋
鳩

十
企

画
展

等
を

催
し

た
。

④
蒲

生
ふ

る
さ

と
交

流
館

：
指

定
管

理
者

制
度

を
導

入
し

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

L
ab

蒲
生

郷
に

委
託

。
供

用
開

始
(4

/
1
)を

経
て

、
板

橋
一

歩
彫

刻
作

品
の

活
用

を
中

心
と

し
た

独
創

的
か

つ
理

想
的

な
施

設
運

営
が

図
ら

れ
た

。

4

・
自

主
事

業
の

内
容

充
実

及
び

隣
接

施
設

で
あ

る
「
北

山
野

外
研

修
セ

ン
タ

ー
」

「
ス

タ
ー

ラ
ン

ド
Ａ

ＩＲ
Ａ

」
「
北

山
伝

承
館

」
が

、
タ

イ
ア

ッ
プ

し
た

イ
ベ

ン
ト

企
画

の
立

案
と

利
用

増
が

望
ま

れ
る

。
・
主

管
イ

ベ
ン

ト
時

以
外

の
、

通
常

開
館

時
に

お
け

る
利

用
者

の
増

加
を

図
る

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
・
板

橋
一

歩
彫

刻
作

品
の

有
効

活
用

、
親

子
読

書
会

や
文

化
団

体
と

の
連

携
に

よ
る

イ
ベ

ン
ト

企
画

な
ど

、
地

元
に

密
着

し
た

施
設

の
運

営
が

求
め

ら
れ

る
。

・
イ

ベ
ン

ト
時

以
外

の
利

用
者

の
増

加
を

図
る

た
め

、
よ

り
一

層
の

Ｐ
Ｒ

活
動

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

・
社

会
教

育
施

設
の

活
用

促
進

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
が

趣
向

を
こ

ら
し

て
活

動
さ

れ
て

い
る

。
広

報
誌

に
も

記
事

写
真

が
載

り
、

分
か

り
や

す
く
な

っ
た

。
・
各

施
設

の
運

営
努

力
が

随
所

に
見

ら
れ

る
。

生
涯

学
習

と
同

様
、

社
会

教
育

施
設

の
事

業
等

を
広

報
誌

の
一

定
の

ス
ペ

ー
ス

に
一

定
期

間
繰

り
返

し
掲

載
す

る
情

報
提

供
も

検
討

し
て

ほ
し

い
。

・
各

教
育

施
設

は
な

く
て

は
な

ら
な

い
も

の
ば

か
り

で
あ

る
。

管
理

や
運

営
に

は
大

変
苦

労
を

さ
れ

て
い

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
の

特
徴

を
活

用
し

て
多

く
の

利
用

者
を

呼
び

込
ん

で
ほ

し
い

。

公
民

館
事

業
の

充
実

①
関

係
機

関
と

の
協

力
体

制
の

強
化

②
公

民
館

関
係

職
員

・
指

導
員

の
資

質
の

向
上

③
公

民
館

講
座

の
内

容
充

実 ④
利

用
団

体
と

の
連

携

①
公

民
館

運
営

審
議

会
の

開
催

②
職

員
・
指

導
員

の
研

修
会

へ
の

参
加

③
姶

良
・
加

治
木

・
蒲

生
公

民
館

講
座

の
実

施
③

公
民

館
施

設
利

用
団

体
の

支
援

と
利

用
促

進

①
公

民
館

運
営

審
議

会
の

開
催

実
績

②
職

員
・
指

導
員

の
研

修
会

へ
の

参
加

状
況

③
姶

良
・
加

治
木

・
蒲

生
公

民
館

講
座

の
実

績
③

公
民

館
施

設
の

利
用

状
況

①
公

民
館

運
営

審
議

会
：
年

２
回

開
催

②
研

修
会

：
県

公
民

館
連

絡
協

議
会

総
会

、
県

公
民

館
設

置
者

セ
ミ

ナ
ー

、
姶

良
・
伊

佐
地

区
公

民
館

活
動

研
究

大
会

へ
参

加
し

た
。

③
2
0
回

講
座

：
3
1
講

座
開

設
、

1
0
回

講
座

：
1
3
講

座
開

設
、

短
期

５
回

講
座

：
1
7
講

座
開

設
④

公
民

館
施

設
利

用
者

数
の

推
移

(H
2
2
⇒

H
2
3
)

姶
良

公
民

館
(1

1
6
,6

2
9
人

⇒
1
3
3
,1

4
4
人

)、
山

田
公

民
館

(6
,4

9
1
人

⇒
3
,7

0
0
人

)、
帖

佐
公

民
館

(1
9
,2

1
6
人

⇒
1
4
,3

3
7
人

)、
松

原
公

民
館

(3
4
,3

1
0

人
⇒

2
9
,9

3
3
人

)、
脇

元
公

民
館

(1
7
,8

9
9
人

⇒
1
2
,7

3
1
人

)、
重

富
公

民
館

(8
,8

3
0
人

⇒
6
,8

2
6

人
)、

蒲
生

公
民

館
(2

7
,8

1
9
人

⇒
2
9
,2

7
9
人

)、
年

間
合

計
利

用
者

数
：
2
3
1
,1

9
4
人

⇒
2
2
9
,9

5
0
人

4

・
各

種
研

修
会

に
参

加
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

の
特

性
に

応
じ

た
自

治
公

民
館

活
動

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
魅

力
あ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
取

り
入

れ
た

講
座

の
開

設
に

努
め

る
と

と
も

に
、

市
民

の
要

求
と

時
代

の
変

化
に

即
し

た
講

座
の

開
設

に
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。
ま

た
、

公
民

館
講

座
か

ら
生

涯
学

習
自

主
グ

ル
ー

プ
へ

の
移

行
支

援
も

図
っ

て
い

き
た

い
。

・
公

民
館

施
設

の
利

用
団

体
や

個
人

に
対

し
て

、
職

員
の

接
遇

を
充

実
さ

せ
、

極
め

細
や

か
な

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

き
た

い
。

・
生

涯
学

習
自

主
グ

ル
ー

プ
で

文
化

協
会

に
加

入
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
る

。
進

ん
で

加
入

し
て

も
ら

い
、

文
化

活
動

を
も

り
立

て
て

ほ
し

い
。

・
公

民
館

事
業

は
公

共
の

場
と

し
て

地
元

と
最

も
密

接
な

場
で

あ
り

、
地

元
交

流
の

場
ま

た
憩

い
の

場
と

な
る

よ
う

に
支

援
充

実
を

図
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
加

治
木

地
区

で
は

、
校

区
公

民
館

制
度

の
導

入
に

よ
り

、
よ

り
一

層
の

地
域

の
和

が
で

き
て

い
る

と
考

え
る

。

公
民

館
施

設
の

充
実

①
館

内
外

の
整

備
①

公
民

館
施

設
・
設

備
の

維
持

管
理

①
公

民
館

施
設

・
整

備
の

維
持

管
理

状
況

①
姶

良
公

民
館

、
蒲

生
公

民
館

、
加

治
木

各
校

区
公

民
館

に
お

い
て

、
施

設
の

維
持

保
全

に
必

要
な

修
繕

等
を

適
宜

行
い

、
安

全
で

利
用

し
や

す
い

環
境

を
整

え
て

い
る

。
②

姶
良

公
民

館
大

ホ
ー

ル
空

調
機

器
改

修
工

事
を

実
施

し
た

。

3

・
各

館
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

た
改

善
が

随
時

な
さ

れ
て

い
る

が
、

平
成

2
4
年

度
中

に
実

施
の

姶
良

公
民

館
耐

震
診

断
結

果
を

受
け

て
、

長
期

的
な

全
体

改
善

計
画

を
策

定
し

て
い

き
た

い
。

・
姶

良
公

民
館

等
必

要
に

応
じ

た
改

修
を

し
、

施
設

利
用

者
の

利
便

性
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
各

施
設

を
利

用
す

る
市

民
ひ

と
り

ひ
と

り
が

、
公

共
の

施
設

・
備

品
等

を
大

事
に

使
う

と
い

う
意

識
を

持
つ

こ
と

が
大

切
だ

と
思

う
。

施
設

の
充

実
以

前
の

問
題

で
あ

る
。

・
公

民
館

、
地

区
館

の
ど

こ
も

老
朽

化
し

て
き

て
お

り
改

修
が

必
要

と
な

っ
て

来
て

い
る

。
改

装
時

は
、

年
寄

り
や

乳
幼

児
に

や
さ

し
い

改
善

計
画

と
な

る
よ

う
お

願
い

し
た

い
。

（
畳

の
間

を
減

ら
さ

な
い

で
ほ

し
い

と
い

う
要

望
が

あ
る

。
）

・
突

発
的

な
緊

急
避

難
場

所
と

し
て

も
十

分
利

用
で

き
る

備
え

を
お

願
い

し
た

い
。

・
校

区
公

民
館

施
設

に
つ

い
て

は
、

利
用

者
と

し
て

と
て

も
利

用
し

や
す

い
。
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

公
民

館
組

織
の

育
成

①
公

民
館

組
織

の
支

援
①

各
校

区
・
地

区
公

民
館

活
動

の
支

援
①

各
校

区
・
地

区
公

民
館

活
動

の
支

援
状

況
①

地
区

公
民

館
及

び
校

区
公

民
館

に
対

し
て

、
実

情
に

応
じ

た
公

民
館

活
動

補
助

金
を

交
付

し
て

い
る

。
ま

た
、

各
公

民
館

活
動

の
活

性
化

を
側

面
か

ら
支

援
し

て
い

る
。

3

・
各

公
民

館
活

動
の

現
状

把
握

に
努

め
、

自
主

性
の

あ
る

運
営

が
推

進
さ

れ
る

よ
う

、
新

市
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
組

織
の

早
期

確
立

な
ど

、
行

政
側

の
支

援
体

制
を

強
化

す
る

。

・
組

織
化

と
運

営
・
管

理
は

地
域

の
高

齢
化

と
と

も
に

む
ず

か
し

く
な

っ
て

い
る

。
新

た
な

支
援

の
必

要
性

を
感

じ
る

。
・
校

区
公

民
館

組
織

は
機

能
が

は
っ

き
り

し
て

い
て

望
ま

し
い

。

指
定

文
化

財
の

保
存

・
活

用
①

文
化

財
の

管
理

・
保

存
・

整
備

②
文

化
財

の
広

報
・
活

用

①
文

化
財

保
護

審
議

会
の

開
催

②
史

跡
整

備
事

業
の

実
施

、
郷

土
歴

史
学

習
機

会
の

提
供

①
文

化
財

保
護

審
議

会
の

開
催

実
績

②
史

跡
整

備
事

業
と

郷
土

歴
史

学
習

事
業

の
実

績

①
年

間
４

回
の

文
化

財
保

護
審

議
会

を
開

催
し

た
他

、
姶

良
・
伊

佐
地

区
文

化
財

保
護

審
議

会
委

員
等

研
修

会
、

県
文

化
財

研
修

講
座

等
へ

の
参

加
で

委
員

の
資

質
向

上
を

図
っ

た
。

②
蒲

生
の

ク
ス

や
蒲

生
掛

橋
坂

の
環

境
整

備
を

行
っ

た
。

1
1
月

に
は

歴
史

講
演

会
を

開
催

し
、

約
4
5
0
人

の
参

加
を

得
た

。
ま

た
、

歩
き

・
み

・
ふ

れ
る

歴
史

の
道

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

で
は

、
約

1
5
0
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

4

・
指

定
文

化
財

の
現

状
及

び
保

存
管

理
に

つ
い

て
確

認
作

業
を

進
め

た
い

。

・
１

１
月

の
歴

史
講

演
会

は
良

い
企

画
で

あ
っ

た
の

で
、

参
加

で
き

な
か

っ
た

人
へ

も
違

う
時

期
、

企
画

の
検

討
を

お
願

い
し

た
い

。
・
地

域
独

自
の

文
化

財
は

地
域

活
性

化
の

種
と

も
な

る
。

維
持

・
管

理
・
広

報
と

こ
れ

ま
で

以
上

に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。
・
市

に
は

多
く
の

文
化

財
が

あ
る

の
で

、
今

後
も

管
理

保
存

の
整

備
を

行
い

、
歴

史
学

習
に

活
か

し
て

ほ
し

い
。

埋
蔵

文
化

財
の

保
存

・
育

成
①

埋
蔵

文
化

財
の

保
護

と
開

発
事

業
と

の
調

整
①

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
の

実
施

と
活

用
①

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
の

実
績

①
圃

場
整

備
に

係
る

出
土

品
整

理
作

業
及

び
報

告
書

作
成

を
期

限
内

に
無

事
終

了
し

た
。

ま
た

、
民

間
開

発
の

遺
跡

照
会

に
係

る
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
図

を
編

集
印

刷
し

、
開

発
業

者
へ

配
布

し
た

。
4

・
開

発
事

業
者

の
利

便
性

を
図

る
た

め
、

埋
蔵

文
化

財
包

蔵
地

を
織

り
込

ん
だ

遺
跡

分
布

図
の

新
規

作
成

が
望

ま
れ

る
。

・
事

業
促

進
の

必
要

性
が

あ
る

。
・
文

化
財

包
蔵

地
図

の
遺

跡
分

布
図

が
作

成
さ

れ
て

い
る

の
で

、
埋

蔵
文

化
財

に
つ

い
て

の
意

識
が

深
ま

っ
た

。

郷
土

芸
能

の
保

存
・

育
成

①
郷

土
民

芸
・
郷

土
芸

能
の

振
興

①
加

治
木

・
蒲

生
太

鼓
踊

り
の

開
催

②
郷

土
芸

能
公

開
事

業
へ

の
支

援

①
加

治
木

・
蒲

生
太

鼓
踊

り
の

開
催

実
績

②
郷

土
芸

能
公

開
事

業
へ

の
支

援
状

況

①
②

加
治

木
・
蒲

生
の

太
鼓

踊
り

を
2
年

ぶ
り

に
住

民
へ

披
露

公
開

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
お

お
む

ね
好

評
で

あ
っ

た
。

4

・
太

鼓
踊

り
公

開
に

あ
っ

て
は

、
市

を
代

表
す

る
催

事
的

な
行

事
と

し
て

取
り

組
む

こ
と

と
し

て
い

る
。

・
大

事
な

文
化

財
で

あ
る

。
次

世
代

へ
の

伝
統

の
継

承
に

も
尽

力
し

て
ほ

し
い

。
・
既

存
の

郷
土

芸
能

が
絶

え
る

こ
と

の
な

い
よ

う
皆

で
守

っ
て

い
き

た
い

。
・
郷

土
芸

能
等

の
伝

承
・
育

成
に

は
さ

ら
な

る
支

援
を

お
願

い
し

た
い

。

施
設

の
充

実
①

歴
史

民
俗

資
料

館
の

充
実

と
活

用
②

加
治

木
郷

土
館

の
充

実
と

活
用

③
吉

原
事

務
所

の
活

用

①
主

催
事

業
の

充
実

と
施

設
の

活
用

促
進

②
主

催
連

事
業

の
充

実
と

施
設

の
活

用
促

進
③

出
土

品
の

保
存

管
理

体
制

の
充

実

①
歴

史
民

俗
資

料
館

の
運

営
状

況
②

加
治

木
郷

土
館

の
運

営
状

況
③

吉
原

事
務

所
の

運
営

状
況

①
講

演
会

(1
0
月

)、
ふ

る
さ

と
歴

史
講

座
は

、
加

治
木

・
蒲

生
か

ら
の

参
加

者
を

得
て

盛
会

で
あ

っ
た

。
古

典
講

読
会

・
古

文
書

研
究

会
（
上

級
・
中

級
）
：
各

年
1
0
回

開
設

、
体

験
学

習
会

（
帖

佐
人

形
作

り
・
印

鑑
作

り
・
ま

が
玉

作
り

・
ト

ン
ボ

玉
作

り
）
も

例
年

通
り

実
施

し
た

。
特

別
展

「
蒲

生
八

幡
神

社
の

歴
史

」
を

開
催

し
た

。
②

郷
土

館
講

座
を

２
回

開
催

し
た

。
4

・
未

だ
に

歴
史

民
俗

資
料

館
の

活
動

詳
細

が
市

民
に

周
知

さ
れ

て
い

な
い

傾
向

に
あ

る
。

今
後

の
広

報
・
啓

発
活

動
が

重
要

と
な

る
。

・
興

味
深

い
事

業
が

展
開

さ
れ

て
お

り
、

楽
し

め
る

も
の

と
な

っ
て

い
る

。
・
施

設
を

中
心

に
歴

史
民

俗
資

料
の

整
理

・
編

纂
を

さ
れ

、
広

報
さ

れ
て

い
る

活
動

が
地

域
歴

史
の

認
識

を
高

め
る

役
目

を
担

っ
て

い
る

。
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

図
書
館

サ
ー
ビ
ス

業
務

の
充
実

①
サ
ー

ビ
ス

業
務

の
迅

速
化
・

効
率

化
②

貸
出

し
利

用
の

充
実

③
広
報

活
動

の
強

化
・

充
実

④
運
営

状
況

の
検

討
評

価 ⑤
図
書

館
協

議
会

の
開

催

①
サ

ー
ビ
ス

業
務
改

善
と

貸
出

し
利

用
の
充

実
②

姶
良

市
報

等
の
広

報
活

動
内

容
③

図
書

館
協

議
会
の

開
催

数
と

図
書

館
運
営

へ
の

意
見

反
映

度

①
貸

出
し

状
況

  
一

般
書

 1
9
2
,0

8
5
冊

、
児

童
書

 1
2
4
,0

6
9
冊

  
雑

誌
  

2
8
,7

9
1
冊

、
A

V
資

料
 1

9
,7

9
4
冊

②
姶

良
市

報
等

の
広

報
活

動
内

容
  

市
報

へ
の

掲
載

　
２

１
回

③
図

書
館

協
議

会
：
年

２
回

専
門

職
の

採
用

や
研

修
会

へ
の

参
加

な
ど

組
織

の
充

実
が

図
ら

れ
た

。
だ

れ
も

が
身

近
に

感
じ

る
図

書
館

と
し

て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

図
書

資
料

の
検

索
や

予
約

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

し
た

い
。

4

・
図

書
館

司
書

な
ど

専
門

的
な

職
員

の
確

保
や

育
成

に
努

め
、

さ
ら

に
図

書
館

の
サ

ー
ビ

ス
業

務
の

充
実

と
、

図
書

館
だ

よ
り

・
市

報
あ

い
ら

を
有

効
活

用
し

、
情

報
提

供
に

努
め

た
。

・
旧

3
町

で
貸

出
し

に
や

や
違

い
は

あ
る

が
、

概
ね

よ
い

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

。
・
こ

れ
か

ら
も

市
民

の
オ

ア
シ

ス
と

し
て

楽
し

い
催

し
の

企
画

を
期

待
す

る
。

・
図

書
館

の
さ

ら
な

る
充

実
を

目
指

し
て

、
司

書
の

増
員

や
書

籍
増

冊
な

ど
に

努
め

ら
れ

た
い

。
・
図

書
館

だ
よ

り
・
市

報
あ

い
ら

で
の

情
報

提
供

は
非

常
に

わ
か

り
や

す
い

。

読
書
活

動
の
充
実

①
子
ど

も
読

書
活

動
の

推
進

②
予
約

・
リ

ク
エ

ス
ト

の
推
進

③
関
係

機
関

・
団

体
等

と
の
連

携
④

図
書

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
育
成

①
家

庭
・
地

域
・
学

校
と

の
連

携
②

予
約

・
リ

ク
エ
ス

ト
に

対
す

る
実

績
③

関
係

機
関

等
と
の

情
報

交
換

等
実

績
④

図
書

館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

員
数

と
役

割

①
子

ど
も

読
書

活
動

 　
お

話
し

会
　

年
：
4
4
回

、
と

く
も

り
お

話
し

会
年

：
３

回
、

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
　

年
：
3
6
回

②
予

約
・
リ

ク
エ

ス
ト

の
推

進
  

予
約

・
リ

ク
エ

ス
ト

 　
1
1
,0

9
5
件

③
市

内
小

・
中

学
校

と
も

連
携

し
、

読
書

活
動

の
推

進
を

図
る

体
制

を
つ

く
る

必
要

が
あ

る
。

出
前

読
み

聞
か

せ
　

年
：
1
8
回

④
装

丁
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（
は

な
み

ず
き

１
２

人
）
読

み
聞

か
せ

グ
ル

ー
プ

（
あ

い
あ

い
２

３
人

）

4

・
図

書
館

資
料

を
有

効
活

用
し

各
種

の
図

書
館

行
事

を
開

催
し

、
市

民
の

方
々

に
読

書
へ

の
関

心
と

意
欲

向
上

を
目

的
と

す
る

活
動

を
実

施
し

た
。

・
読

書
案

内
・
予

約
・
リ

ク
エ

ス
ト

等
に

よ
り

更
に

読
書

活
動

の
積

極
的

な
推

進
に

努
め

た
。

・
家

庭
や

地
域

、
学

校
等

に
お

け
る

読
書

活
動

と
し

て
出

前
講

座
や

移
動

図
書

館
車

の
コ

ー
ス

見
直

し
に

取
り

組
ん

だ
。

・
本

の
装

丁
や

読
み

聞
か

せ
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

に
活

動
の

場
の

提
供

や
活

動
の

協
力

を
行

っ
た

。
・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

の
充

実
に

期
待

し
た

い
。

・
言

語
能

力
は

総
て

の
教

科
の

基
本

と
な

る
能

力
で

あ
る

。
読

書
活

動
を

通
し

て
様

々
な

能
力

が
鍛

え
ら

れ
る

と
期

待
し

て
支

援
を

お
願

い
し

た
い

。

視
聴

覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
の

活
用

と
充

実
①

視
聴

覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
の

利
用

促
進

①
視

聴
覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
の

利
用

者
実

績
視

聴
覚

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
貸

出
・
機

材
　

８
５

団
体

　
利

用
者

　
5
,6

6
7
人

・
ビ

デ
オ

　
7
6
本

　
利

用
者

　
8
,2

0
1
人

県
視

聴
覚

連
盟

が
保

有
す

る
ビ

デ
オ

な
ど

も
教

育
関

係
者

や
市

民
が

有
効

利
用

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。

4

・
姶

良
地

区
視

聴
覚

教
育

協
議

会
か

ら
引

き
継

い
だ

機
材

、
教

材
の

利
活

用
の

推
進

に
努

め
た

い
。

・
広

報
等

で
利

活
用

の
推

進
を

進
め

て
ほ

し
い

。

・
ＩＣ

Ｔ
利

活
用

の
方

向
性

も
今

後
検

討
さ

れ
た

い
。

姶
良

市
立

図
書

館
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

図
書

館
施

設
・
設

備
の

充
実

①
機
能

の
充

実

②
業
務

の
効

率
化

・
シ

ス
テ
ム

の
構

築

③
施
設

・
設

備
の

充
実

①
各

図
書
館

施
設

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化
の

状
況 ②

ネ
ッ

ト
化

さ
れ
た

図
書

館
業

務
シ

ス
テ
ム

に
よ

る
各

施
設

の
業
務

実
態 ③

利
用

し
や

す
い
施

設
・

設
備
配

置
の
状

況

①
平

成
２

４
年

３
月

１
日

か
ら

ネ
ッ

ト
化

さ
れ

た
統

合
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

、
全

図
書

館
施

設
が

一
斉

に
図

書
館

業
務

を
開

始
し

た
。

　 ②
貸

出
・
返

却
な

ど
の

図
書

館
業

務
が

、
ど

こ
の

図
書

館
か

ら
で

も
迅

速
に

処
理

で
き

よ
う

に
な

っ
た

。

③
保

守
期

限
を

終
了

し
た

パ
ソ

コ
ン

な
ど

を
更

新
す

る
と

と
も

に
、

利
用

者
向

け
の

検
索

機
を

増
配

置
し

、
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
に

努
め

た
。

4

・
統

一
さ

れ
た

図
書

館
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

一
体

的
な

図
書

館
業

務
が

可
能

に
な

り
、

地
域

間
格

差
が

是
正

さ
れ

市
民

の
図

書
館

利
用

サ
ー

ビ
ス

の
公

平
性

を
図

っ
た

。
・
貸

出
や

返
却

な
ど

の
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

が
平

等
に

提
供

さ
れ

よ
う

に
な

っ
た

。
・
電

算
化

さ
れ

た
業

務
に

対
応

す
る

Ｏ
Ａ

機
器

を
新

規
導

入
し

、
よ

り
便

利
な

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
で

き
る

設
備

を
配

置
で

き
た

。
・
便

利
に

な
っ

て
い

る
。

・
図

書
館

シ
ス

テ
ム

の
統

一
に

よ
り

、
便

利
に

な
っ

た
と

感
じ

る
。

・
さ

ら
な

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

に
努

め
ら

れ
た

い
。

図 書 館

図
書

館
の

サ
ー

ビ
ス

業
務

と
読

書
活

動
の

充
実
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
充

実
健

や
か

ス
ポ

ー
ツ

ラ
イ

フ
・

恒
例

事
業

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

推
進

普
及

各
大

会
の

参
加

者
実

績
  

 ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
通

じ
、

市
民

の
健

康
増

進
や

親
睦

を
深

め
た

。
①

混
成

ナ
イ

タ
ー

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

（
3
9
7
名

）
②

壮
年

ナ
イ

タ
ー

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

（
3
3
5
名

）
③

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
（
9
2
3
名

）
④

義
弘

公
奉

賛
武

道
大

会
（
弓

道
）
（
4
5
2
名

）
⑤

義
弘

公
奉

賛
武

道
大

会
（
剣

道
）
（
9
1
1
名

）
⑥

校
区

対
抗

ス
ポ

ー
ツ

大
会

（
3
0
6
名

）
⑦

加
治

木
駅

伝
競

走
大

会
（
1
,1

2
0
名

）
⑧

歩
こ

う
走

ろ
う

大
会

（
4
6
4
名

）

4

・
市

民
の

体
力

づ
く
り

、
健

康
増

進
、

仲
間

つ
く
り

な
ど

各
種

大
会

を
実

施
し

、
多

数
の

参
加

者
が

あ
り

、
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

に
努

め
た

。
昨

年
度

よ
り

参
加

者
が

増
え

て
い

る
。

（
今

年
4
,9

0
8
名

　
昨

年
4
,7

0
7
名

）
・
お

年
寄

り
が

元
気

で
あ

る
こ

と
は

、
地

区
が

元
気

な
証

拠
で

あ
る

の
で

、
多

く
の

高
齢

者
も

参
加

で
き

る
企

画
も

望
み

た
い

。

・
体

・
徳

・
知

、
ま

ず
は

体
力

が
生

活
の

基
本

、
無

理
な

く
体

力
づ

く
り

が
で

き
る

支
援

を
お

願
い

し
た

い
。

・
今

後
も

市
民

の
体

力
づ

く
り

、
健

康
増

進
の

た
め

に
、

各
種

大
会

の
継

続
を

望
む

。

指
導

体
制

の
整

備
・
充

実
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
の

資
質

向
上

と
充

実
指

導
者

研
修

と
教

育
委

員
会

と
の

連
携

①
年

6
回

の
定

例
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
会

を
開

催
。

②
地

区
・
県

・
九

州
地

区
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
研

究
大

会
へ

参
加

す
る

こ
と

に
よ

り
指

導
体

制
、

資
質

の
向

上
が

図
ら

れ
た

。
ま

た
、

各
種

大
会

の
運

営
、

指
導

を
行

い
、

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
を

図
っ

た
。

4

・
定

例
会

や
各

研
究

大
会

へ
積

極
的

に
参

加
す

る
こ

と
に

よ
り

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

と
し

て
の

資
質

の
向

上
を

図
っ

た
。

・
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
の

資
質

の
向

上
が

図
ら

れ
て

い
る

。
・
ス

ポ
ー

ツ
志

向
は

今
後

高
ま

る
と

思
わ

れ
る

こ
と

か
ら

、
指

導
者

養
成

・
研

修
も

益
々

必
要

に
な

っ
て

く
る

。

・
2
0
2
0
年

の
鹿

児
島

国
体

の
た

め
に

も
指

導
者

の
育

成
は

計
画

的
に

進
め

ら
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
・
ス

ポ
ー

ツ
指

導
員

に
よ

る
市

民
へ

の
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

を
望

む
。

競
技

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
ス

ポ
ー

ツ
団

体
等

の
育

成
・
充

実
・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
設

備
の

整
備

・
促

進

体
育

協
会

・
姶

良
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

・
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

と
の

連
携

・
社

会
体

育
施

設
の

充
実

各
協

会
へ

の
支

援
状

況
①

体
育

協
会

等
へ

補
助

金
を

交
付

し
、

組
織

力
の

強
化

、
競

技
力

の
向

上
、

少
年

団
活

動
等

の
育

成
を

図
っ

た
。

②
指

定
管

理
者

に
よ

る
社

会
体

育
施

設
の

維
持

管
理

に
つ

い
て

は
、

民
間

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
た

運
営

が
図

ら
れ

た
。

な
お

、
指

定
管

理
者

募
集

に
よ

り
、

2
4
年

度
の

指
定

管
理

者
を

決
定

し
た

。

4

・
各

協
会

に
あ

る
競

技
団

体
等

が
自

主
的

な
大

会
等

を
行

い
、

組
織

の
充

実
や

競
技

力
の

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
・
指

定
管

理
者

に
よ

る
民

間
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

、
市

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

・
施

設
利

用
者

の
声

を
聞

き
、

施
設

環
境

整
備

等
に

は
細

か
い

配
慮

を
お

願
い

し
た

い
。

・
少

年
団

は
年

々
減

る
方

向
に

あ
り

、
特

に
武

道
離

れ
は

著
し

い
。

中
高

必
須

の
武

道
に

逆
行

し
て

い
る

状
況

に
あ

る
。

・
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

の
事

務
局

と
し

て
、

指
導

者
等

へ
地

域
行

事
や

Ｐ
Ｔ

Ａ
行

事
等

へ
の

子
供

た
ち

の
積

極
的

な
参

加
を

促
し

て
ほ

し
い

。
（
子

供
た

ち
の

地
域

作
業

等
へ

の
参

加
が

少
な

く
な

っ
て

い
る

今
、

指
導

的
立

場
の

者
が

あ
る

程
度

の
強

制
力

を
発

揮
し

て
も

良
い

の
で

は
な

い
か

。
）

・
競

技
ス

ポ
ー

ツ
で

は
、

資
金

投
入

の
多

少
が

競
技

力
向

上
に

比
例

す
る

と
い

う
デ

ー
タ

が
あ

る
。

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

支
援

を
お

願
い

し
た

い
。

学
校

体
育

の
充

実
児

童
生

徒
の

体
力

つ
く
り

教
科

体
育

・
教

科
外

体
育

指
導

状
況

教
科

体
育

・
教

科
外

体
育

指
導

内
容

と
全

国
体

力
・
運

動
能

力
調

査
と

の
比

較

①
全

て
の

小
・
中

学
校

で
体

力
・
運

動
能

力
調

査
を

実
施

し
た

。
「
握

力
」
「
長

座
体

前
屈

」
「
上

体
起

こ
し

」
の

種
目

が
全

体
的

に
劣

っ
て

い
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。
こ

の
結

果
を

受
け

、
小

・
中

学
校

へ
体

力
向

上
の

た
め

の
指

導
を

行
っ

た
。

②
水

泳
記

録
会

・
陸

上
記

録
会

を
実

施
し

た
。

4

・
県

教
委

が
主

催
す

る
「
チ

ャ
レ

ン
ジ

か
ご

し
ま

」
の

参
加

を
促

し
、

体
力

向
上

を
図

っ
た

。
参

加
状

況
は

県
内

2
位

で
あ

っ
た

。
市

・
地

区
・
県

そ
れ

ぞ
れ

の
研

究
指

定
（
小

2
・
中

1
校

）
を

受
け

、
運

動
好

き
な

子
ど

も
を

増
や

す
こ

と
や

体
力

向
上

を
図

る
授

業
の

展
開

に
努

め
た

。
・
各

学
校

で
実

態
の

把
握

と
改

善
が

図
ら

れ
て

い
る

。
・
体

の
幹

部
を

鍛
え

る
体

力
づ

く
り

が
基

本
で

あ
る

。
呼

吸
法

の
取

り
入

れ
た

指
導

方
法

も
今

後
検

討
し

て
ほ

し
い

。

・
学

校
体

育
で

は
発

達
段

階
に

応
じ

た
体

力
の

向
上

を
進

め
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
偏

り
の

な
い

体
力

増
進

の
た

め
の

指
導

方
法

を
研

究
さ

れ
た

い
。

・
児

童
生

徒
の

体
力

が
低

下
し

て
い

る
よ

う
で

あ
る

。
体

力
向

上
を

高
め

る
た

め
、

少
年

団
や

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
と

の
連

携
を

図
り

、
体

制
を

確
立

し
て

ほ
し

い
。

保 健 体 育 課

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

学
校

保
健

の
充

実
健

康
診

断
・
学

校
安

全
・
組

織
の

充
実

健
康

診
断

結
果

と
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

事
業

健
康

診
断

・
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

事
業

実
績

①
学

校
保

健
安

全
法

に
基

づ
く
健

康
診

断
等

の
受

診
率

は
ほ

ぼ
1
0
0
％

で
あ

り
、

疾
病

の
早

期
発

見
・
早

期
治

療
に

努
め

た
。

②
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

を
3
人

配
置

し
、

計
画

的
に

交
通

安
全

指
導

を
行

っ
た

。

4

・
う

歯
の

治
療

率
が

や
や

低
い

の
で

、
保

護
者

の
意

識
を

高
め

る
必

要
が

あ
る

。
・
疾

病
予

防
（
う

歯
）
の

定
期

検
査

が
罹

患
率

も
下

げ
る

と
思

わ
れ

る
。

・
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

に
つ

い
て

は
、

そ
の

専
門

性
か

ら
警

察
官

Ｏ
Ｂ

を
配

置
し

た
。

・
う

歯
の

治
療

率
が

低
い

の
は

、
家

庭
環

境
が

大
き

な
理

由
で

あ
る

。
保

護
者

の
意

識
が

低
い

と
治

療
さ

せ
な

い
。

学
校

と
連

携
し

て
、

治
療

率
を

上
げ

る
策

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
。

・
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

の
取

り
組

み
は

評
価

で
き

る
。

今
後

も
積

極
的

に
お

願
い

し
た

い
。

・
学

校
保

健
で

は
心

身
と

も
に

健
全

な
成

長
を

促
し

、
健

康
へ

の
意

識
高

揚
を

図
り

な
が

ら
、

他
人

へ
の

思
い

や
り

ま
で

派
生

す
る

指
導

を
進

め
ら

れ
た

い
。

・
通

学
路

の
整

備
促

進
の

要
望

を
行

っ
て

は
い

る
が

、
予

算
の

関
係

で
整

備
に

は
時

間
が

か
か

り
そ

う
だ

。

学
校

給
食

の
充

実
給

食
内

容
の

充
実

安
心

・
安

全
な

学
校

給
食

安
心

・
安

全
な

学
校

給
食

運
営

①
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
献

立
作

成
と

食
中

毒
防

止
対

策
・
衛

生
面

に
配

慮
し

た
よ

り
安

心
・
安

全
な

学
校

給
食

の
提

供
に

努
め

た
。

4

・
物

資
納

入
業

者
を

含
め

た
衛

生
管

理
研

修
会

を
実

施
し

、
安

心
・
安

全
な

学
校

給
食

に
努

め
た

。
・
安

心
・
安

全
な

学
校

給
食

の
運

営
が

図
ら

れ
て

い
る

。
・
栄

養
バ

ラ
ン

ス
は

当
然

の
こ

と
。

あ
と

は
食

事
と

し
て

主
食

・
主

菜
・
副

菜
等

が
色

ど
り

に
ほ

し
い

と
こ

ろ
で

あ
る

。
や

は
り

「
緑

」
が

少
な

い
の

は
、

加
熱

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
せ

い
か

。

・
栄

養
バ

ラ
ン

ス
と

美
味

し
さ

の
両

方
を

兼
ね

備
え

た
給

食
だ

と
思

う
。

残
食

も
減

っ
て

き
て

い
る

の
で

は
な

い
か

。
・
全

員
が

笑
顔

に
な

れ
る

献
立

の
工

夫
に

期
待

す
る

。

食
に

関
す

る
指

導
の

推
進

児
童

・
生

徒
へ

の
指

導
食

に
関

す
る

学
校

の
指

導
計

画
の

策
定

状
況

①
食

に
関

す
る

指
導

計
画

策
定

状
況

（
小

中
学

校
1
0
0
％

策
定

済
み

）
②

栄
養

教
諭

の
在

籍
し

な
い

学
校

に
は

兼
務

発
令

を
行

い
食

に
関

す
る

指
導

を
行

っ
た

。
③

地
場

産
物

の
活

用
を

推
進

し
、

生
産

者
や

生
産

地
を

紹
介

し
、

食
育

の
推

進
を

図
っ

た
。

4

・
食

に
関

す
る

指
導

の
全

体
計

画
や

指
導

計
画

を
作

成
し

た
。

・
地

場
産

物
の

活
用

を
図

り
、

食
育

の
推

進
に

努
め

た
。

・
全

体
計

画
や

指
導

計
画

の
作

成
が

な
さ

れ
、

食
育

の
推

進
が

図
ら

れ
た

。
・
給

食
は

教
育

の
場

で
あ

る
と

の
意

識
を

先
生

方
に

深
く
も

っ
て

ほ
し

い
。

・
地

場
産

物
の

活
用

推
進

は
と

て
も

良
い

。
生

産
者

と
生

徒
達

と
の

交
流

の
場

を
作

っ
て

ほ
し

い
。

収
穫

ま
で

の
生

産
者

の
努

力
を

知
る

機
会

が
あ

れ
ば

、
食

物
の

大
事

さ
が

更
に

分
か

る
と

思
う

。
・
食

育
と

い
う

言
葉

に
示

さ
れ

る
よ

う
に

、
食

と
健

康
と

が
結

び
つ

い
て

い
る

こ
と

を
意

識
さ

せ
て

ほ
し

い
。

衛
生

管
理

体
制

の
整

備
充

実
危

機
管

理
意

識
の

高
揚

調
理

従
事

員
の

意
識

高
揚

①
学

校
給

食
関

係
者

衛
生

管
理

研
修

会
を

開
催

し
た

。
②

学
校

給
食

衛
生

管
理

基
準

に
基

づ
い

た
施

設
・
器

具
・
食

材
等

の
衛

生
検

査
や

調
理

員
の

健
康

管
理

等
の

意
識

高
揚

に
努

め
た

。

4

・
学

校
給

食
衛

生
管

理
研

修
会

や
毎

月
1
回

、
栄

養
教

諭
等

協
議

会
を

開
催

し
、

衛
生

管
理

や
危

機
意

識
の

高
揚

を
図

り
、

食
中

毒
や

異
物

混
入

の
防

止
に

努
め

た
。

・
衛

生
管

理
や

危
機

意
識

の
高

揚
が

図
ら

れ
て

い
る

。
・
調

理
員

（
セ

ン
タ

ー
）
は

、
食

べ
る

側
が

見
え

な
い

職
場

な
の

で
、

危
機

管
理

意
識

の
み

な
ら

ず
、

愛
情

を
も

っ
た

プ
ロ

意
識

の
高

揚
に

努
め

ら
れ

る
働

き
か

け
が

必
要

で
あ

る
。

・
衛

生
面

で
の

事
件

事
例

を
取

り
上

げ
て

研
修

さ
れ

た
い

。

保 健 体 育 課
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評
価

の
観

点
平

成
2
3

年
度

の
成

果
と

課
題

評
価

の
コ

メ
ン

ト
重

点
施

策
評

価
項

目
評

価
の

着
眼

点
評

価

保 健 体 育 課

学
校

給
食

の
充

実
組

織
の

充
実

組
織

の
機

能
化

組
織

等
の

活
動

内
容

①
給

食
運

営
委

員
会

の
開

催
（
セ

ン
タ

ー
年

3
回

）
②

計
画

的
に

給
食

運
営

委
員

会
を

開
催

し
、

給
食

費
の

適
正

な
収

納
・
支

出
状

況
に

つ
い

て
協

議
し

、
健

全
な

給
食

運
営

を
行

っ
て

い
る

。
③

栄
養

教
諭

等
協

議
会

の
開

催
（
毎

月
1
回

）
④

栄
養

教
諭

が
連

携
を

図
り

、
献

立
検

討
や

食
に

関
す

る
指

導
に

つ
い

て
協

議
し

、
食

育
の

推
進

を
図

っ
た

。
4

・
給

食
運

営
委

員
会

に
よ

る
給

食
運

営
の

適
正

化
や

栄
養

教
諭

等
協

議
会

の
充

実
を

図
り

、
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
献

立
や

地
場

産
物

の
活

用
、

食
育

の
充

実
な

ど
に

取
り

組
ん

だ
。

・
地

産
物

の
活

用
・
食

育
の

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

・
運

営
委

員
会

メ
ン

バ
ー

に
は

食
育

に
関

心
が

あ
る

保
護

者
代

表
の

選
任

が
必

要
で

あ
る

。

・
保

護
者

の
理

解
と

協
力

が
得

ら
れ

る
組

織
へ

と
努

め
ら

れ
た

い
。
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